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平
成
27
年
6
月
6
日
（
土
）
午
後
3
時
よ
り
16

号
館
セ
レ
ス
ト
ホ
ー
ル
に
て
、
一
般
社
団
法
人
神

奈
川
大
学
宮
陵
会
の
平
成
27
年
度
定
時
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。
開
会
に
先
立
ち
、
今
年
2
月
１
日
、

代
議
員
に
就
任
さ
れ
た
、
鈴
木
英
司
（
37
経
）、

勝
巌
（
38
経
）、
清
水
英
樹
（
56
法
）
の
3
氏
が

逝
去
さ
れ
た
た
め
出
席
者
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
た
。

　

校
歌
斉
唱
し
た
後
、
総
会
に
移
り
、
議
長
に
武

笠
健
次
（
41
法
）
が
選
任
さ
れ
、
事
務
局
よ
り
社

員
（
代
議
員
）
１
６
８
名
中
、
出
席
１
０
７
名
、

議
決
権
行
使
22
名
、
委
任
状
31
名
の
計
１
６
０
名

で
定
足
数
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
、
議
事
録

署
名
人
に
は
、
庄
子
忠
宏
（
40
工
経
）、
宮
澤
俊

次
（
48
経
）
の
両
氏
が
指
名
さ
れ
議
事
に
入
っ
た
。

会
長
は
挨
拶
で
平
年
よ
り
５
月
の
平
均
気
温
が
5

度
高
く
ま
さ
に
猛
暑
の
中
を
全
国
各
地
よ
り
参
集

さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
さ
れ
、
ま
た
議
題
に
つ
い
て

の
協
力
依
頼
が
あ
り
、
本
総
会
を
も
っ
て
退
任
す

る
こ
と
を
言
明
さ
れ
た
。
ま
ず
、
報
告
事
項
と
し

て
「
平
成
26
年
度
事
業
報
告
」
が
な
さ
れ
、
次
に

決
議
事
項
に
入
り
、
第
1
号
議
案
「
平
成
26
年
度

収
支
決
算
承
認
の
件
」
が
審
議
、
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
。
第
2
号
議
案
「
役
員
（
理
事
20
名
、
監

事
3
名
）
選
任
の
件
」
に
つ
い
て
は
事
前
に
郵
送

に
よ
る
投
票
が
実
施
さ
れ
、
役
員
紹
介
一
覧
（
本

誌
３
〜
４
ペ
ー
ジ
）
の
通
り
選
任
さ
れ
た
こ
と
の

報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。
新
理
事
会
開
催
の

た
め
総
会
は
い
っ
た
ん
休
憩
に
な
り
、
理
事
会
終

了
後
再
開
、
執
行
部
よ
り
会
長
、
副
会
長
3
名
、

専
務
理
事
3
名
が
選
任
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。

　

大
場
新
会
長
の
挨
拶
は
、
狩
野
会
長
の
10
年
の

ご
尽
力
に
感
謝
し
、
３
・
11
の
東
日
本
大
震
災
の

折
、
東
北
3
県
の
首
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の

会
員
の
皆
様
に
足
も
と
の
悪
い
中
、
お
見
舞
い
に

駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
法
人
格
の
問
題

で
は
、
社
団
法
人
宮
陵
会
か
ら
一
般
社
団
法
人
神

奈
川
大
学
宮
陵
会
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
し
た
こ

と
、
宮
陵
会
館
が
学
校
法
人
よ
り
建
設
の
運
び
と

な
り
、
永
年
の
希
望
が
か
な
え
ら
れ
る
の
が
近
づ

き
、
狩
野
会
長
の
後
を
引
き
継
ぎ
、
レ
ー
ル
に
の
っ

て
い
き
た
い
と
話
さ
れ
た
。

　

今
回
の
功
労
表
彰
及
び
感
謝
表
彰
に
つ
い
て
は

地
域
組
織
関
係
者
の
み
で
、
各
々
の
地
域
組
織
総

会
時
に
表
彰
す
る
た
め
、
特
別
表
彰
を
硬
式
野
球

部
、レ
ス
リ
ン
グ
部
の
阪
部
創
（
国
経
4
年
）
さ
ん
、

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
大
会
等
で
優
勝
な
ど
輝
か
し

い
成
績
を
残
さ
れ
た
大
島
圭
介
（
人
科
3
年
）
さ

ん
の
１
団
体
、
２
名
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与

さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
狩
野
会
長
か
ら
学
校
法
人
神
奈
川

大
学
正
野
幸
延
理
事
長
に
「
米
田
吉
盛
教
育
奨
学

金
」
募
金
へ
の
２
，０
０
0
万
円
の
目
録
が
贈
呈

さ
れ
た
。

　

退
任
さ
れ
た
狩
野
会
長
よ
り
、
18
代
目
の
会
長

だ
と
最
近
知
っ
た
が
昭
和
12
年
創
立
総
会
以
降
不

明
な
点
が
多
く
、
引
き
継
ぎ
事
項
と
し
て
今
後

は
っ
き
り
し
て
ほ
し
い
。
10
年
間
在
任
し
た
が
過

去
に
は
大
学
に
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
ま
ず
み
ん
な
の
協
力
を
得
て
、
大
学
と
の
信

頼
関
係
だ
け
は
き
ち
っ
と
す
る
こ
と
を
第
一
に
掲

げ
、
理
事
長
、
学
長
、
先
生
方
か
ら
ご
協
力
、
ご

指
導
を
賜
っ
て
何
と
か
そ
う
い
う
形
に
な
っ
て
き

た
。
ま
た
、社
団
法
人
か
ら
一
般
社
団
法
人
に
な
っ

た
関
係
か
ら
大
学
へ
、
9
年
間
に
わ
た
っ
て
、
約

5
億
円
近
く
が
寄
付
さ
れ
る
が
こ
の
資
金
は
会
館

建
設
に
向
け
積
み
立
て
て
き
た
も
の
で
、
そ
の
た

め
、
伊
藤
前
理
事
長
に
大
学
に
同
窓
会
館
建
設
を

お
願
い
し
て
き
た
が
正
野
理
事
長
に
も
引
き
継
が

れ
、
今
回
建
設
の
快
諾
を
得
た
次
第
だ
。
大
学
が

建
て
て
く
れ
る
の
で
、
所
有
者
は
大
学
だ
が
、「
宮

陵
会
館
」
と
い
う
名
前
を
付
け
、
大
き
な
看
板
も

付
け
て
い
た
だ
き
宮
陵
会
の
活
動
拠
点
と
し
て
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
す
で
に
宮
陵
会
は
、

会
館
建
設
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
い
る
の
で
そ

こ
で
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
層
同
窓
生
が

楽
し
め
、
誇
り
の
持
て
る
よ
う
な
拠
点
を
作
っ
て

い
け
る
よ
う
引
き
継
ぎ
す
る
。

　

大
場
新
会
長
は
私
の
も
と
で
専
務
、
副
会
長
の

職
を
歴
任
し
て
い
ま
し
た
の
で
会
務
に
精
通
し
て

お
り
、
ま
た
大
半
の
理
事
が
再
任
し
て
お
り
ま
す

の
で
心
配
な
く
、
し
か
も
明
る
い
人
た
ち
で
何
事

に
も
オ
ー
プ
ン
に
や
っ
て
き
た
が
今
後
も
変
わ
ら

ず
や
っ
て
い
た
だ
け
る
と
信
じ
て
い
る
と
の
退
任

挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
正
野
幸
延
学
校
法
人
神
奈
川
大
学
理

事
長
、
石
積
勝
神
奈
川
大
学
学
長
よ
り
ご
挨
拶
を

頂
戴
し
定
時
総
会
は
終
了
し
た
。

　

会
場
を
１
号
館
８
階
に
移
し
、
懇
親
会
が
開
か

れ
午
後
６
時
30
分
を
過
ぎ
和
や
か
な
う
ち
に
お
開

き
と
な
り
全
日
程
が
終
了
し
た
。
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先
の
総
会
に
お

き
ま
し
て
会
長
を

辞
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
狩
野

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
と
平

成
17
年
に
会
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
折
は
、
全
く
も
っ
て
予
想
も

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
正
に
青
天
の
霹
靂

と
驚
い
た
次
第
で
あ
り
ま
し
た
。
私
も
本
会
の
運

営
に
は
理
事
と
し
て
昭
和
57
年
か
ら
63
年
ま
で
就

任
し
、
平
成
元
年
か
ら
平
成
6
年
ま
で
を
財
政
委

員
長
と
し
て
、
そ
し
て
最
後
に
平
成
７
年
か
ら
16

年
ま
で
を
監
事
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、
監
事
も
次
の
方
に
引
き
継
い
で
終
わ

る
こ
と
を
考
え
て
い
た
時
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

会
長
を
お
引
き
受
け
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
会

の
財
政
状
況
が
学
生
諸
君
の
前
納
会
費
に
依
存
し

て
い
る
状
況
を
少
し
で
も
改
善
す
る
た
め
こ
れ
を

何
と
か
し
た
い
。
既
に
10
年
前
か
ら
会
費
の
改
定

に
つ
い
て
理
事
会
で
議
論
を
し
て
き
て
い
た
と
の

こ
と
で
し
た
か
ら
、
検
討
し
て
き
た
だ
け
で
は
な

く
、
結
論
を
導
き
出
し
こ
れ
を
具
体
化
す
る
こ
と

か
ら
始
め
た
次
第
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
議
論
の
末
、

終
身
会
員
の
皆
さ
ま
も
含
め
て
卒
業
後
20
年
を
経

過
し
た
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
維
持
会
費
を
い
た
だ

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
次
に
で
て
き
た
課
題
が
、
公
益
社
団
法

人
の
法
的
な
大
改
正
に
伴
う
諸
課
題
で
あ
り
ま
し

た
。
任
意
団
体
と
し
て
移
行
す
る
の
か
、
一
般
社

団
法
人
ま
た
は
従
来
通
り
公
益
社
団
法
人
と
し
て

移
行
す
る
の
か
が
問
わ
れ
、
理
事
会
内
に
特
別
検

討
委
員
会
を
設
け
て
鋭
意
検
討
し
て
得
た
結
論

が
、
今
日
の
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮
陵
会

と
し
て
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

そ
し
て
後
年
は
同
窓
会
館
建
設
の
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。
一
般
社
団
法
人
に
移
行
す
る
議
論
の
中

か
ら
宮
陵
会
館
取
得
の
話
が
急
速
に
発
展
し
、
学

校
当
局
の
ご
配
慮
の
も
と
具
体
的
に
そ
の
構
想
の

青
写
真
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
退
任
と
期
を
一

に
し
て
「
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
館

建
設
計
画
」
を
残
し
得
て
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
永
き
に
わ
た
り
深
く

関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
学
校
当
局
の
理
事
長
、
学

長
な
ら
び
に
関
係
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
が

あ
っ
て
の
こ
と
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
共
に
苦
労
し
た
役
員
の
皆
様
な
ら
び
に

ご
支
援
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
に
感
謝
し
、
退

任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
、

お
元
気
の
事
と
思

い
ま
す
。こ
の
度
、

６
月
６
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
、
一

般
社
団
法
人
神
奈

川
大
学
宮
陵
会

（
以
下
「
本
会
」
と
い
う
）
の
、
平
成
27
年
度
定

時
総
会
に
於
い
て
、
会
員
皆
様
方
の
ご
推
薦
を
受

け
会
長
職
を
務
め
る
事
と
成
り
ま
し
た
。
多
く
の

諸
先
輩
方
が
い
る
中
、
未
熟
者
の
私
で
は
あ
り
ま

す
が
、
本
会
の
運
営
に
は
、
社
団
法
人
宮
陵
会
時

か
ら
現
在
の
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮
陵
会

と
、
本
会
で
の
役
員
歴
が
、
理
事
６
年
・
専
務
理

事
６
年
・
副
会
長
２
年
と
経
験
し
た
こ
と
も
あ
っ

て
か
、
今
回
の
人
事
で
、
突
然
に
会
員
皆
様
方
か

ら
の
ご
推
薦
と
強
い
後
押
し
励
ま
し
が
あ
り
、
大

変
驚
き
ま
し
た
が
光
栄
に
存
じ
、
お
引
き
受
け
す

る
事
に
し
ま
し
た
。
就
任
し
た
以
上
は
、
会
務
運

営
、
会
の
活
動
に
最
大
限
の
努
力
を
し
て
、
そ
の

重
責
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

狩
野
前
会
長
時
代
か
ら
、
神
奈
川
大
学
の
理
事

長
・
学
長
・
常
務
理
事
・
局
長
を
始
め
と
し
た
幹

部
の
皆
様
方
と
、
意
見
交
換
な
ど
交
流
会
が
定
期

的
に
行
わ
れ
る
様
に
成
り
、
色
々
な
面
で
の
環
境

が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
会
は
、
こ
う
し
た
事

を
踏
ま
え
て
、
大
学
に
対
し
て
何
が
出
来
、
何
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
明
確
に
し
て
、
実
行

し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
本
年
度
は
、
定
時
総
会
に
て
事
業
計
画

を
説
明
し
た
通
り
、（
１
）神
奈
川
大
学
の
進
展
と

維
持
に
必
要
な
事
業
、
神
奈
川
大
学
教
育
振
興
事

業
や
宮
陵
会
奨
学
金
の
給
付
・
貸
与
事
業
な
ど

（
２
）会
員
相
互
の
連
携
強
化
と
そ
の
他
本
会
の
目

的
達
成
に
付
随
す
る
事
業
、
特
に
地
域
組
織
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
新
設
支
援
と
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
推
進
や
ブ
ロ
ッ
ク
会
の
強
化
推
進
な
ど

（
３
）本
部
関
係
で
は
財
政
基
盤
の
確
立
、
事
務
局

体
制
の
強
化
、
そ
れ
か
ら
宮
陵
会
館
（
仮
称
）
建

設
に
向
け
た
会
館
建
設
特
別
委
員
会
の
開
催
推
進

や
宮
陵
会
創
立
80
周
年
事
業
（
平
成
29
年
度
）
の

策
定
及
び
推
進
な
ど
、
各
種
委
員
会
を
設
置
し
て
、

理
事
の
職
務
分
担
を
決
め
て
、
①
総
務
財
政
委
員

会
、
②
組
織
委
員
会
、
③
広
報
委
員
会
、
④
事
業

委
員
会
、
⑤
女
性
委
員
会
な
ど
に
、
全
員
が
参
加

し
て
、
役
員
一
同
目
的
達
成
に
取
組
み
ま
す
。
ど

う
か
会
員
皆
様
方
の
絶
大
な
る
ご
支
援
と
、
ご
理

解
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

　

会
長
退
任
の
御
挨
拶

　
　
　

第
十
八
代
会
長

　
　
　
　
　
狩　

野　

七　

郎

　

会
長
就
任
の
御
挨
拶

　
　
　

第
十
九
代
会
長

　
　
　
　
　
大　

場　

憲　

治

理　

事

　

北
野　

紘
一

　

(

昭
39
法　

神
奈
川
県)

　

組
織
委
員
会
委
員
長

専
務
理
事

　

佐
藤　
　

武

　

(

昭
56
経　

山
形
県)

　

総
務
財
政
委
員
会
担
当

専
務
理
事

　

平
能　

孝
一

　

(

昭
48
貿　

神
奈
川
県)

　

組
織
委
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（ 4 ）宮 陵 会 報平成27年７月31日金曜日 第100号

■功 労 表 彰
　（表彰規程第２条第２号該当）
　地域組織関係
　　鈴 木　英 司 氏（故人）
　　　昭和37年法経学部経済学科卒業
　　　元札幌宮陵会会長
　　赤 水　芳 仁 氏（故人）
　　　昭和40年法経学部法学科卒業
　　　元島根県宮陵会会長
　　船 渡　幸 彦 氏
　　　昭和37年法経学部経済学科卒業
　　　元バスケットボール部OB会会長

■感 謝 表 彰
　 （表彰規程第２条第３号該当）
　地域組織関係
　　門 山　廣 文 氏
　　　昭和33年法経学部経済学科卒業
　　　元室蘭宮陵会会長
　　久保田　重夫 氏
　　　昭和45年経済学部経済学科卒業
　　　元群馬宮陵会会長・副会長
　　川 崎　武 敏 氏
　　　昭和46年経済学部貿易学科卒業
　　　元群馬宮陵会会長
　　前 田　義 文 氏
　　　昭和39年法経学部貿易学科卒業
　　　元三重県宮陵会会長

　　吉 田　曠 二 氏
　　　昭和36年工学部機械工学科卒業
　　　元大阪府宮陵会副会長　　　
　　深 山　嘉 伸 氏
　　　昭和41年工学部応用化学科卒業
　　　元和歌山県宮陵会幹事長
　　野々瀬　雅博 氏
　　　昭和36年法経学部経済学科卒業
　　　元徳島県宮陵会副会長
　　坂 井  公 明 氏
　　　昭和36年法経学部貿易学科卒業
　　　筑豊宮陵会会長
　　平 山　寿 則 氏
　　　昭和48年工学部工業経営学科卒業
　　　元長崎宮陵会会長
　　横 山　健 一 氏
　　　昭和36年工学部電気工学科卒業
　　　元熊本県宮陵会副会長
　　永 峯　暉 夫 氏
　　　昭和30年法経学部経済学専修課程
　　　卒業
　　　箱根町宮陵会会長
　　中 山　武 志 氏
　　　昭和41年経済学部貿易学科卒業
　　　元空手部OB会会長
　　北 川　晃 司 氏
　　　昭和40年工学部機械工学科卒業
　　　元ラグビー部OB会会長・副会長

■特 別 表 彰
　（表彰規程第２条第４号該当）
　　硬 式 野 球 部
　　　第 63 回　全日本大学野球選手権
　　　大会準優勝　　
　　阪 部　　創 氏
　　　経営学部国際経営学科４年
　　　第 11 回世界学生レスリング選手
　　　権大会　グレコローマンスタイル
　　　75㎏級　３位
　　大 島　圭 介 氏
　　　人間科学部人間科学科３年
　　　第 27 回日本ライフセービング・
　　　プール競技選手権大会優勝
　　岩 佐　　 暖  氏
　　　人間科学部人間科学科２年
　　　2015 　ISU世界ジュニアショート
　　　トラックスピードスケート選手権
　　　大会　男子1500ｍ　２位
　　渡 辺　耶 唯 氏
　　　平成27 年人間科学部人間科学科
　　　卒業
　　　第 90 回日本学生選手権水泳競技
　　　大会　200mバタフライ 優勝

表　彰　者　芳　名

理　

事

　

渡
辺　

恵
子

　
（
昭
52
法　

鳥
取
県
）

　

女
性
委
員
会
委
員
長

理　

事

　

内
藤　

正
久

　
（
昭
51
機　

広
島
県
）　

　

広
報
委
員
会
委
員
長

理　

事

　

多
湖　

秀
明

　
（
昭
46
経　

愛
知
県
）　

　

組
織
委
員
会
副
委
員
長

理　

事

　

会
田　
　

彰

　
（
昭
45
貿　

神
奈
川
県
）

　

事
業
委
員
会
委
員
長

理　

事

　

中
野　

健
一

　
（
昭
45
経　

富
山
県
）　

　
総
務
財
政
委
員
会
委
員
長

理　

事

　

久
保　

清
治

　
（
昭
43
貿　

北
海
道
）　

　

事
業
委
員
会
副
委
員
長

理　

事

　

浅
野　

博
之

　
（
昭
43
貿　

宮
城
県
）　

　

組
織
委
員
会
副
委
員
長

理　

事

　

栗
田　

光
郎

　
（
昭
39
機　

愛
媛
県
）　

　

総
務
財
政
委
員
会
副
委

　

員
長

監　

事

　

三
宮　

政
俊

　
（
昭
51
法　

神
奈
川
県
）

監　

事

　

今
田　

正
紀

　
（
昭
45
経　

山
形
県
）

監　

事

　

三
縄　

昭
男

　
（
昭
43
貿　

神
奈
川
県
）

理　

事

　

赤
井　

昭
二

　
（
平
６
応
化　

神
奈
川
県
）

　

事
業
委
員
会
副
委
員
長

理　

事

　

手
塚　
　

正

　
（
昭
60
英　

東
京
都
）

　

事
業
委
員
会
副
委
員
長

理　

事

　

永
田　

晴
彦

　
（
昭
58
貿　

愛
知
県
）　

　

広
報
委
員
会
副
委
員
長

理　

事

　

庄
子　

さ
ち
子

　
（
昭
54
法　

東
京
都
）　

　

女
性
委
員
会
副
委
員
長

新
役
員
紹
介 (

前
頁
よ
り
続
き)



（ 5 ） 宮 陵 会 報第100号 平成27年７月31日金曜日

平成 26年度決算について
■大学主催事業への協賛等として 730 万円／ホームカミングデー、卒業祝賀会、大学公
開講座等への協賛金として充当。

■給付奨学金として①給付奨学金（学部生）2,752,500 円　②大学院給付奨学金（大学院
生）4,800,000 円／ 26 年度は学部生 10 名、大学院生 12 名へ給付。

■「米田吉盛教育奨学金」募金への指定寄付 2,000 万円／給費生を始め、経済支援、成
長支援を目的とした各種給付型奨学金制度の充実が図られている。

■支部等活動助成として 1,075 万円／地域組織総会開催時の通信費助成、ブロック会議
開催費助成、お祝金、総会への出張費他。

■神奈川大学教育研究奨励助成 767,000 円／採択された４名に対して助成（１人あたり
20 万円が助成の上限）。

■会誌および会報（年２回および新入生用）印刷費 566 万円　発送費 2,477 万円／会誌
は正会員のみ、会報は住所判明者全員に送付（夏号には会費振込用紙を同封）。

■貸与奨学金
　奨学貸付金回収　　 13,092,315 円
　奨学貸付金（新規）　 8,634,500 円（31 件）
　神奈川大学の給付型奨学金制度の充実も一助となり、貸与奨学金の申込者は減少傾向。

平成 27年度予算について
■全国地域組織事務局長会議の開催（394 万円）／地域組織の事務局長を対象とした事
務説明、意見交換、質疑応答の会議を開催（平成 27 年 10 月 10 日（土））。

■ブロック会（ブロック会議）の強化（114 万円）／体制基盤の確立、新規ブロック会
の発足（関東・東京都下の再編成等）。ブロック会議の開催通知を、当該ブロックを
構成する都道府県の会員全員に送付。通知発送は本部で代行、経費を負担する。

■全地域組織のＨＰ立上げ（100 万円）／会員間の情報共有ツール、若い卒業生に対す
る参加促進並びに準会員への認知度向上を目的に全地域組織のＨＰ立上げを推進す
る。

■神奈川大学教育研究奨励助成（100万円）／1件につき20万円以内の研究奨励金を助成。
■女性会員のつどい（85 万円）／地方開催（8月新潟・9月福岡）を計画し、地方在住
の女性会員との接点を増やすことにより参加意識の向上を図る。

■宮陵会設立 80 周年記念事業積立金（1,000 万円）

平成26年度　貸借対照表
平成27年３月31日現在 （単位：円）

科　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減
Ⅰ　資　産　の　部
　1. 流　動　資　産

現 金 208,571 272,713 △ 64,142
普 通 預 金 77,188,571 72,311,751 4,876,820
振 替 貯 金 488,000 1,007,000 △ 519,000
定 期 預 金 180,000,000 140,000,000 40,000,000
貸 付 金 27,807,650 32,265,465 △ 4,457,815
未 収 金 91,137 0 91,137

流 動 資 産 合 計 285,783,929 245,856,929 39,927,000
　2. 固　定　資　産
　 (1) 基　本　財　産

定 期 預 金 3,000,000 3,000,000 0
基 本 財 産 合 計 3,000,000 3,000,000 0

　 (2) 特　定　資　産
奨 学 基 金 積 立 資 産 79,606,354 128,412,435 △ 48,806,081
退 職 給 付 引 当 預 金 2,135,000 2,000,000 135,000

特　 定　 資　 産 合 計 81,741,354 130,412,435 △ 48,671,081
固 定 資 産 合 計 84,741,354 133,412,435 △ 48,671,081
資 産 合 計 370,525,283 379,269,364 △ 8,744,081

Ⅱ　負　債　の　部
　１.　流　動　負　債

未 払 金 569,250 383,101 186,149
前 受 会 費 63,000 1,481,000 △ 1,418,000
預 り 金 242,357 227,676 14,681
預 り 賛 助 金 30,000 295,000 △ 265,000

流 動 負 債 合 計 904,607 2,386,777 △ 1,482,170
　２．固　定　負　債

退 職 給 付 引 当 金 2,135,000 2,000,000 135,000
固 定 負 債 合 計 2,135,000 2,000,000 135,000
負 債 合 計 3,039,607 4,386,777 △ 1,347,170

Ⅲ　正 味 財 産 の 部
　1. 指定正味財産

指 定 正 味 財 産 合 計 0 0 0
( うち基本財産への充当額 ) （0） （0） 0
( うち特定資産への充当額 ) （0） （0） 0

　2. 一般正味財産 367,485,676 374,882,587 △ 7,396,911
( うち基本財産への充当額 ) （3,000,000） （3,000,000） 0
( うち特定資産への充当額 ) （79,606,354） （128,412,435） △ 48,806,081
正 味 財 産 合 計 367,485,676 374,882,587 △ 7,396,911
負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 370,525,283 379,269,364 △ 8,744,081

平成26年度　正味財産増減計算書
平成26年4月1日から平成27年3月31日まで （単位：円）

科　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
1.　経常増減の部
(1)　経　常　収　益

① 財 産 運 用 益 48,117 67,480 △ 19,363
基 本 財 産 受 取 利 息 599 599 0
特 定 資 産 受 取 利 息 47,518 66,881 △ 19,363

② 受 取 会 費 120,425,000 120,851,000 △ 426,000
正 会 員 会 費 9,195,000 9,661,000 △ 466,000
準 会 員 会 費 111,230,000 111,190,000 40,000

③ 雑 収 益 922,562 706,301 216,261
受 取 利 息 70,811 61,274 9,537
雑 収 益 851,751 645,027 206,724

経 常 収 益 計 121,395,679 121,624,781 △ 229,102
(2)　経　常　費　用

① 事 業 費
給 料 手 当 5,066,898 4,926,397 140,501
退 職 給 付 引 当 金 繰 入 額 67,500 1,000,000 △ 932,500
福 利 厚 生 費 948,332 838,087 110,245
会 議 費 399,008 169,056 229,952
旅 費 交 通 費 4,653,483 4,172,165 481,318
通 信 運 搬 費 25,124,135 29,137,731 △ 4,013,596
消 耗 品 費 1,161,423 1,414,400 △ 252,977
印 刷 製 本 費 5,960,952 5,767,545 193,407
慶 弔 交 際 費 2,001,704 1,994,964 6,740
賃 借 料 209,418 240,355 △ 30,937
諸 謝 金 233,877 511,165 △ 277,288
支 払 負 担 金 7,300,000 8,300,000 △ 1,000,000
支 払 助 成 金 9,687,453 8,894,017 793,436
支 払 寄 付 金 29,447,500 30,904,135 △ 1,456,635
給 付 奨 学 金 19,552,500 19,575,000 △ 22,500
委 託 費 101,088 71,820 29,268
雑 費 41,855 14,460 27,395

事 業 費 計 111,957,126 117,931,297 △ 5,974,171
② 管 理 費

給 料 手 当 5,066,898 4,926,397 140,501
臨 時 雇 用 賃 金 1,721,788 1,019,487 702,301
派 遣 事 務 費 0 149,184 △ 149,184
退 職 給 付 引 当 金 繰 入 額 67,500 1,000,000 △ 932,500
福 利 厚 生 費 948,333 838,086 110,247
会 議 費 1,009,493 1,393,011 △ 383,518
旅 費 交 通 費 2,400,454 3,679,201 △ 1,278,747
通 信 運 搬 費 796,943 687,655 109,288
消 耗 什 器 備 品 費 194,400 0 194,400
消 耗 品 費 469,567 503,779 △ 34,212
印 刷 製 本 費 742,392 514,710 227,682
慶 弔 交 際 費 1,123,444 1,116,995 6,449
賃 借 料 209,418 240,356 △ 30,938
委 託 費 1,362,700 4,777,500 △ 3,414,800
雑 費 722,134 1,382,320 △ 660,186

管 理 費 計 16,835,464 22,228,681 △ 5,393,217
経 常 費 用 計 128,792,590 140,159,978 △ 11,367,388

当 期 経 常 増 減 額 △ 7,396,911 △ 18,535,197 11,138,286
2.　経常外増減の部
(1)　経　常　外　収　益

0 0 0
経 常 外 収 益 計 0 0 0

(2)　経　常　外　費　用
0 0 0

経 常 外 費 用 計 0 0 0
当 期 経 常 外 増 減 額 0 0 0
当 期 一 般 正 味 財 産 増 減 額 △ 7,396,911 △ 18,535,197 11,138,286
一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 374,882,587 393,417,784 △ 18,535,197
一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 367,485,676 374,882,587 △ 7,396,911

Ⅱ　指定正味財産増減の部 0 0 0
当 期 指 定 正 味 財 産 増 減 額 0 0 0
指 定 正 味 財 産 期 首 残 高 0 0 0
指 定 正 味 財 産 期 末 残 高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 367,485,676 374,882,587 △ 7,396,911

平成27年度　正味財産増減予算書
平成27年4月1日から平成28年3月31日まで （単位：円）

科　　　　目 予　算　額 備　　　考
Ⅰ　一般正味財産増減の部
1.　経常増減の部
(1)　経　常　収　益

① 財 産 運 用 益 31,000
基 本 財 産 受 取 利 息 1,000
特 定 資 産 受 取 利 息 30,000

② 受 取 会 費 116,090,000
正 会 員 会 費 6,090,000
準 会 員 会 費 110,000,000

③ 雑 収 益 430,000
受 取 利 息 50,000
雑 収 益 380,000

経 常 収 益 計 116,551,000
(2)　経　常　費　用

① 事 業 費
給 料 手 当 5,660,000
退 職 給 付 引 当 金 繰 入 額 14,000
福 利 厚 生 費 1,030,000
会     議     費 2,008,000
旅 費 交 通 費 9,665,000
通 信 運 搬 費 32,705,000
消 耗 品 費 1,877,000
印 刷 製 本 費 6,915,000
慶 弔 交 際 費 2,120,000
賃 借 料 220,000
諸 謝 金 695,000
支 払 負 担 金 7,500,000
支 払 助 成 金 13,450,000
支 払 寄 付 金 29,000,000
給 付 奨 学 金 20,000,000
委   託  費 1,200,000
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 3,000,000
雑 費 250,000

事　　 業　　 費　　 計 137,309,000
② 管 理 費

給 料 手 当 5,660,000
臨 時 雇 用 賃 金 2,000,000
退 職 給 付 引 当 金 繰 入 額 14,000
福 利 厚 生 費 1,030,000
会     議     費 2,632,000
旅 費 交 通 費 3,500,000
通 信 運 搬 費 1,098,000
消 耗 什 器 備 品 費 200,000
消 耗 品 費 690,000
印 刷 製 本 費 1,710,000
慶 弔 交 際 費 1,400,000
賃 借 料 220,000
諸 謝 金 35,000
委 託 費 3,642,000
雑 費 1,125,000

管　　 理　　 費　　 計 24,956,000
経　　常　　費　　用　　計 162,265,000
当 期 経 常 増 減 額 △ 45,714,000

2.　経常外増減の部
(1)　経　常　外　収　益

0
経 常 外 収 益 計 0

(2)　経　常　外　費　用
0

経 常 外 費 用 計 0
当 期 経 常 外 増 減 額 0
当 期 一 般 正 味 財 産 増 減 額 △ 45,714,000
一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 367,485,676
一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 321,771,676

Ⅱ　指定正味財産増減の部
①受 取 寄 付 金
受 取 寄 付 金 0

当 期 指 定 正 味 財 産 増 減 額 0
指 定 正 味 財 産 期 首 残 高 0
指 定 正 味 財 産 期 末 残 高 0

Ⅲ　正味財産期末残高 321,771,676
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宮
陵
会
報
や
会
誌
で
、
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

印
象
深
い
思
い
出
は

小
川
：
昭
和
57
年
当
時
は
、
会
誌
・
会
報
は
意

識
を
高
く
も
っ
て
書
き
レ
ベ
ル
は
落
と

さ
な
い
よ
う
に
、
と
言
わ
れ
た
の
で
面

食
ら
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

高
尚
な
論
文
の
よ
う
な
文
章
を
集
め
る

た
め
に
、
定
年
を
迎
え
ら
れ
た
教
授
方

や
地
方
の
名
士
に
投
稿
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
全
般
的
に
文
章
が
多
く
、
同
人

誌
の
よ
う
で
し
た
。

西
森
：
誌
名
を
宮
陵
会
報
か
ら
宮
陵
に
改
題
し
、

総
合
雑
誌
的
な
性
格
を
持
た
せ
る
試
み

を
し
た
の
が
印
象
深
い
思
い
出
で
す
。
こ

の
試
み
が
、大
学
通
信
の
「
大
学
と
社
会
」

と
い
う
特
集
に
繋
が
り
、
さ
ら
に
「
神

奈
川
大
学
評
論
」
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

ま
た
、
レ
ベ
ル
と
い
う
話
で
は
、
改
題

し
て
20
号
か
ら
23
号
ぐ
ら
い
で
し
た
か
、

有
隣
堂
書
店
で
売
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

20
号
で
は
、
画
家
や
放
送
・
映
画
関
係

者
な
ど
著
名
人
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
か

な
り
画
期
的
な
文
芸
特
集
を
組
み
ま
し

た
の
で
、
評
判
が
良
か
っ
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
。

髙
橋
：
私
は
昭
和
40
年
代
の
中
ご
ろ
か
ら
委
員
と

し
て
参
加
し
、
20
数
年
間
広
報
委
員
も

務
め
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

昭
和
43
年
に
勃
発
し
た
学
園
紛
争
が
、

宮
陵
会
の
広
報
活
動
に
も
影
を
落
と
し
、

委
員
の
成
り
手
が
少
な
く
、
大
学
も
宮

陵
会
と
距
離
を
置
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
雑
誌
や
広
報
の
編
集
な
ど
は
、
余

計
な
仕
事
で
あ
る
よ
う
な
雰
囲
気
の
中

で
、
時
間
に
追
わ
れ
、
期
日
に
発
行
が

　

昭
和
44
年
３
月
１
日
に
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
て
か
ら
47
年
間
、
今
回
宮
陵
会
報
１
０
０
号
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
記
念

し
て
座
談
会
「
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
、
今
後
に
生
か
す
」
を
テ
ー
マ
に
、
広
報
委
員
長
経
験
者
３
名
、
創
刊
号
か
ら
印
刷
・

割
付
等
の
大
部
分
を
担
当
し
て
く
だ
さ
っ
た 

株
式
会
社 

江
森
印
刷
所
様
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
現
広
報
委
員
長
が
司
会
を

担
当
し
て
お
話
を
お
聞
き
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
苦
労
話
や
会
報
の
今
後
の
在
り
方
等
を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
出
席
者
（
敬
称
略
）】

　

西
森　

秀
明
（
昭
和
34
年
法
律
）、
小
川　

勲
夫
（
昭
和
37
年
機
械
）、
髙
橋　

一
行
（
昭
和
37
年
経
済
）

　

株
式
会
社　

江
森
印
刷
所　

金
子　

保
、  

司
会 

内
藤　

正
久
（
昭
和
51
年
機
械
）

　
　
宮
陵
会
報
１
０
０
号
特
別
企
画　

歴
代
広
報
委
員
長
座
談
会

　
　
　
　
　
テ
ー
マ
「
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
、
今
後
に
生
か
す
」

髙橋　一行 氏
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遅
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う

恐
怖
に
駆
ら
れ
て
夢
に
ま
で
出
て
き
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
　
　
　

執
筆
や
校
正
で
徹
夜
な
ど
し
て
苦
労
し

ま
し
た
が
、
今
は
良
き
思
い
出
の
み
残
っ

て
い
ま
す
。

金
子
：
当
社
の
初
代
社
長
と
米
田
先
生
と
の
関
係

で
、
創
刊
号
か
ら
お
付
き
合
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
こ
の
仕
事
を
通
じ
て
ど
う

す
れ
ば
良
い
も
の
が
作
れ
る
か
を
皆
様

と
一
緒
に
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
納
期
ま
で
に
納
め
る
た
め
に

は
皆
様
か
ら
原
稿
を
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、「
ま
だ
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
。」
と
い
う
話
ば
か
り
し
て
き
た
よ
う

な
感
じ
で
す
。

髙
橋
：
そ
れ
は
も
う
恐
喝
の
よ
う
で
し
た
。（
笑
）

　
　

宮
陵
会
報
や
会
誌
を
作
る
う
え
で
意
識
さ
れ
た
こ
と
は

西
森
：
広
報
マ
ン
と
し
て
良
い
原
稿
を
集
め
、

偏
っ
た
り
ベ
タ
ー
と
し
て
載
せ
た
り
、

腹
切
り
し
な
い
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
掲
載

す
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。
ま
た
、
何

で
も
よ
い
か
ら
と
載
せ
る
と
、
小
中
学

生
の
文
集
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
注
意
し
ま
し
た
。

内
藤
：
腹
切
り
と
は
？
ベ
タ
ー
と
は
？

金
子
：
昔
の
紙
面
の
大
き
さ
は
タ
ブ
ロ
イ
ド
版

（
Ｂ
４
よ
り
若
干
大
き
い
）
で
し
た
の
で
、

紙
面
の
各
段
の
初
め
か
ら
最
後
の
行
ま

で
、
す
べ
て
文
字
で
埋
ま
っ
て
い
る

（
通
っ
て
い
る
）
の
は
割
付
の
仕
方
と
し

て
は
タ
ブ
ー
で
し
た
。
今
は
紙
面
が
Ａ

４
版
で
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
タ
ブ
ー

は
な
く
な
り
ま
し
た
。

西
森
：
ベ
タ
ー
と
は
、
紙
面
に
全
然
遊
び
が
な
く
、

　
　
　

べ
っ
た
り
と
活
字
で
埋
ま
っ
て
い
る
状
態

で
、
読
者
か
ら
す
る
と
見
る
か
ら
に
重

た
い
感
じ
で
、
読
む
気
に
な
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
紙
面
は
、
全
部
文
字

で
埋
め
な
い
で
、
中
見
出
し
や
写
真
等

を
差
し
込
み
見
易
く
す
る
こ
と
で
す
。

小
川
：
神
奈
川
大
学
の
創
生
期
の
こ
と
を
ま
と
め

て
書
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の

当
時
は
現
存
し
て
い
た
発
祥
の
地
を
訪

ね
て
桜
木
町
に
あ
る
４
階
建
て
の
小
さ

な
ビ
ル
を
見
に
行
き
、
感
動
し
て
執
筆

し
た
り
、
仙
台
や
広
島
に
取
材
に
行
っ

て
地
方
支
部
の
有
力
な
方
達
か
ら
直
接

お
話
を
聞
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
直
接

現
地
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
、
生
の

情
報
を
書
く
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。

髙
橋
：
会
誌
・
会
報
は
卒
業
生
の
も
の
だ
と
い
う

こ
と
を
常
に
意
識
し
、
正
確
な
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。

　
　
　
　

学
園
紛
争
当
時
は
、
学
内
が
乱
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
デ
マ

や
誤
っ
た
と
ん
で
も
な
い
情
報
が
流
れ

て
い
ま
し
た
の
で
、
と
も
か
く
本
部
と

し
て
正
確
な
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に

努
力
し
ま
し
た
。

内
藤
：
活
躍
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
に
広
報
委
員
が

手
分
け
し
て
お
会
い
し
、
直
接
お
話
を

聞
い
て
執
筆
し
た
り
、
地
方
で
集
え
る

　

会
報
の
変
遷

　

神
奈
川
大
学
同
窓
会
報

　
　

創
刊
号
（
昭
和
44
年
３
月
１
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
第
31
号

　

神
奈
川
大
学
校
友
会
報
（
改
題
）　

　
　

第
32
号
（
昭
和
59
年
４
月
25
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
第
46
号

　

宮
陵
会
報
（
改
題
）　

　
　

第
47
号
（
平
成
元
年
４
月
25
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
現
在
に
至
る

　

歴
代
広
報
委
員
長
（
敬
称
略
）

　

◆
昭
和
47
年
〜
48
年
：
復
本　

岩
見

　

◆
昭
和
49
年
〜
50
年
：
西
森　

秀
明

　

◆
昭
和
51
年
〜
54
年
：
小
坂
谷
義
夫

　

◆
昭
和
55
年
〜
56
年
：
西
條　

利
夫

　

◆
昭
和
57
年
〜
64
年
：
小
川　

勲
夫

　

◆
平
成
元
年
〜
4
年
：
髙
橋　

一
行

　

◆
平
成
5
年
〜
10
年
：
鈴
木　

朝
男

　

◆
平
成
11
年
〜
12
年
：
髙
橋　

一
行

　

◆
平
成
13
年
〜
16
年
：
渡
辺　

静
雄

　

◆
平
成
17
年
〜
18
年
：
久
米　

信
行

　

◆
平
成
19
年
〜
20
年
：
小
川　

勲
夫

　

◆
平
成
21
年
〜
22
年
：
宇
久
田
進
治

　

◆
平
成
23
年
〜
24
年
：
間
中　
　

晟

　

◆
平
成
25
年
〜　
　

：
内
藤　

正
久

西森　秀明 氏
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卒
業
生
が
経
営
し
て
い
る
飲
食
店
を
訪

問
し
、
取
材
し
て
紹
介
す
る
よ
う
な
企

画
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

な
お
、
企
業
を
訪
問
す
る
時
に
は
、
大

学
の
就
職
担
当
者
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

合
え
ば
同
行
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後

の
就
職
活
動
に
役
立
て
て
も
ら
う
よ
う

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
の
宮
陵
会
報
や
会
誌
の
在
り
方
は

西
森
：
偏
る
こ
と
な
く
、
か
つ
質
の
高
い
魅
力

あ
る
広
報
誌
を
編
纂
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
神
奈
川
大
学
の
同
窓
会
が
発
行
し

て
い
る
出
版
物
だ
と
い
う
こ
と
を
こ
れ

か
ら
も
意
識
し
、
外
に
出
し
て
も
恥
ず

か
し
く
な
い
内
容
の
も
の
を
出
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
。
読
み
易
さ
と
い
う
点

か
ら
は
、
活
字
を
大
き
く
す
る
こ
と
は

大
事
な
こ
と
で
す
。
年
を
取
る
と
大
変

あ
り
が
た
い
。
高
齢
者
に
読
ん
で
も
ら

う
た
め
に
は
、
活
字
が
大
き
い
こ
と
が

条
件
で
す
。（
笑
）

小
川
：
こ
れ
か
ら
の
会
誌
・
会
報
の
在
り
方
と
し

て
、
活
字
離
れ
が
進
む
昨
今
、
読
む
側

の
人
達
の
こ
と
を
考
え
て
簡
単
に
接
点

が
持
て
る
方
法
、
例
え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
の
コ
ラ
ボ
等
、
ど
う
や
っ
て
皆
さ

ん
に
伝
え
る
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
新
し
い
広
報
の

在
り
方
を
是
非
考
え
て
も
ら
い
た
い
と

希
望
し
て
お
り
ま
す
。

金
子
：
活
字
離
れ
で
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、

私
の
娘
婿
が
神
大
卒
で
、
宮
陵
会
か
ら

会
誌
・
会
報
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
と
、
パ

ラ
パ
ラ
と
捲
っ
て
そ
れ
で
終
わ
り
で
す
。

せ
っ
か
く
皆
さ
ん
が
苦
労
し
て
作
っ
た

の
に
残
念
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う

に
か
し
た
い
の
で
す
が
、
私
に
も
解
決

策
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。

　
　
　
　

昨
今
の
印
刷
屋
は
、
デ
ー
タ
を
ネ
ッ
ト

で
送
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
あ
る
程
度

ま
と
め
る
だ
け
で
直
接
印
刷
す
る
時
代

に
な
っ
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
の
広
報

誌
で
は
、
父
兄
が
作
っ
た
デ
ー
タ
を
そ

の
ま
ま
印
刷
す
る
だ
け
で
す
の
で
、
編

集
す
る
手
間
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
印

刷
屋
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
生
か
せ
な
い
時
代

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

髙
橋
：
今
は
父
兄
に
も
見
て
い
た
だ
く
時
代
で

す
の
で
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て

質
の
高
い
も
の
だ
け
に
偏
ら
な
い
よ
う

視
点
の
当
て
方
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
く

だ
さ
い
。
一
時
支
部
の
紹
介
が
や
た
ら

に
多
い
と
き
が
あ
り
、
叱
ら
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、
支
部
の
た
よ
り
は

捨
て
が
た
い
面
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

当
時
、「
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
」
と
い
う

支
部
を
紹
介
す
る
企
画
で
近
場
の
支
部

を
取
材
し
、
喜
ば
れ
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
地
方
で
活
躍
し
て
い
る
卒

業
生
の
紹
介
は
今
後
も
続
け
て
く
だ
さ

い
。
充
実
し
た
会
誌
・
会
報
に
な
る
よ

う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

内
藤
：
デ
ジ
タ
ル
化
を
検
討
し
て
み
て
は
ど
う

か
、
と
い
う
心
強
い
ご
提
案
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

は
ま
す
ま
す
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
ア

ナ
ロ
グ
の
代
表
と
思
わ
れ
る
印
刷
物
が

淘
汰
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

心
配
が
あ
り
ま
し
た
が
、
紙
媒
体
は
絶

対
に
な
く
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
紙
媒
体
に
デ
ジ
タ

ル
を
取
り
込
む
こ
と
は
、
今
後
は
重
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

例
え
ば
、
飲
食
店
の
紹
介
や
地
域
組
織

の
紙
面
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
印
刷
し
て
お

き
、
ス
マ
ホ
を
か
ざ
す
と
詳
し
い
情
報

が
す
ぐ
に
手
に
入
る
と
か
、
予
約
や
申

し
込
み
が
そ
の
場
で
で
き
る
等
、
ア
ナ

ロ
グ
紙
面
で
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
す
る
と

い
う
手
段
は
、
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。
実

は
あ
る
地
域
組
織
を
活
用
し
て
紙
面
に

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
印
刷
し
て
会
の
参
加
を

募
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
）

も
利
用
し
て
成
果
を
調
べ
る
と
い
う
実

験
を
行
い
ま
し
た
。
早
い
う
ち
に
ア
ナ

ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
を
共
有
さ
せ
た
紙
面

を
企
画
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

ま
た
、
長
年
の
懸
案
に
な
っ
て
い
ま
し

た
Ｈ
Ｐ
で
す
が
、
い
よ
い
よ
本
年
度
中

に
全
地
域
組
織
の
Ｈ
Ｐ
が
立
ち
上
が
る

予
定
で
す
の
で
、
皆
様
に
気
軽
に
観
て

使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
内
容
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

ま
た
、
会
報
は
江
森
印
刷
所
さ
ん
に
が

ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
、
１
０
０
号
以
降

は
フ
ル
カ
ラ
ー
で
発
行
す
る
こ
と
に
し

て
お
り
ま
す
。　

　
　
　
　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
文
責　

内
藤
」

株式会社 江森印刷所　金子　保 氏

司会進行・文責　内藤　正久

小川　勲夫 氏
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１
　

地
域
組
織
へ
の
依
頼
事
項
に
つ
い
て

　

会
誌
64
号
で
Ｈ
Ｐ
の
サ
イ
ト
マ
ッ
プ
を
図
で
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
始

ま
っ
て
、
会
長
の
挨
拶
等
簡
単
な
地
域
組
織
の
紹
介
、

会
合
や
催
し
等
の
お
知
ら
せ
、
役
員
や
会
則
、
お
問

合
せ
ほ
か
の
メ
ニ
ュ
ー
を
設
定
す
る
予
定
で
す
。
こ

れ
ら
の
ペ
ー
ジ
を
作
る
た
め
に
は
、
各
地
域
組
織
か

ら
情
報
を
送
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

す
で
に
、
宮
陵
会
本
部
か
ら
お
願
い
の
文
章
を
送
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
期
限
ま
で
に
決
め
ら
れ

た
情
報
を
電
子
デ
ー
タ
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
秋
に

全
地
域
組
織
の
Ｈ
Ｐ
立
上
げ
を
想
定
し
、
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
が
、
情
報
の
入
手
が
遅
れ
ま
す
と
、

当
然
作
業
が
遅
れ
、
そ
の
地
域
組
織
だ
け
取
り
残
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
紙
ベ
ー
ス
で
情
報
を
い

た
だ
き
ま
す
と
、
そ
の
情
報
を
手
で
打
ち
込
む
と
い

う
手
間
と
時
間
と
経
費
が
か
か
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
、

情
報
（
デ
ー
タ
）
は
電
子
デ
ー
タ
で
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
送
っ
て
い
た
だ
く
方
法
は
、
宮
陵
会
本
部
か

ら
お
送
り
し
た
お
願
い
文
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
　

Ｈ
Ｐ
の
見
方
と
ド
メ
イ
ン
（
宛
名
）

　

地
域
組
織
の
Ｈ
Ｐ
を
見
る
方
法
と
し
て
は
、
プ
ラ

ウ
ザ
を
起
動
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
す
る
と
き
デ
ス

ク
ト
ッ
プ
上
で
青
い
「
ｅ
」
の
マ
ー
ク
を
ク
リ
ッ
ク
）

さ
せ
地
域
組
織
ご
と
に
指
定
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
ア
ド
レ
ス
）
を
打
ち
込
ん
で
見
る
場
合

と
「
検
索
欄
」
か
ら
地
域
組
織
の
名
称
を
打
ち
込
ん

で
検
索
す
る
場
合
、
さ
ら
に
、
宮
陵
会
本
部
（
大
学

の
Ｈ
Ｐ
の
一
部
）
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
リ
ン
ク
さ
せ
（
接
続

さ
せ
）
て
地
域
組
織
の
Ｈ
Ｐ
を
見
る
と
い
う
３
通
り

の
方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。
宮
陵
会
本
部
の
Ｈ
Ｐ
か

ら
リ
ン
ク
さ
せ
る
た
め
、
地
域
組
織
の
ド
メ
イ
ン
に

は
大
学
の
ド
メ
イ
ン
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の

ド
メ
イ
ン
の
後
ろ
に
ス
ラ
ッ
シ
ュ
（
／
）
で
区
切
っ

て
各
地
域
組
織
名
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
各
地
域
組
織
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
、
大

学
の
ド
メ
イ
ン
を
お
借
り
す
る
の
に
相
応
し
い
レ
ベ

ル
で
の
安
全
対
策
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

３
　

現
在
Ｈ
Ｐ
を
運
営
し
て
い
る

　

地
域
組
織
の
今
後

　

現
在
、
Ｈ
Ｐ
を
運
用
し
て
い
る
地
域
組
織
は
、
９

組
織
あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
の
Ｈ
Ｐ
立
上
げ
に
際
し

て
３
通
り
の
選
択
肢
を
準
備
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

①
新
し
い
Ｈ
Ｐ
は
作
ら
な
い
で
、
今
あ
る
Ｈ
Ｐ
の
運

用
を
続
け
る
。（
今
ま
で
通
り
）

②
新
し
い
Ｈ
Ｐ
を
作
り
、
加
え
て
今
ま
で
の
Ｈ
Ｐ
も

残
す
。
お
互
い
の
Ｈ
Ｐ
間
で
リ
ン
ク
を
貼
り
、
双

方
か
ら
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
。（
た
だ
し
、
既

存
の
Ｈ
Ｐ
上
で
の
リ
ン
ク
設
定
は
、
地
域
組
織
側

で
の
作
業
を
お
願
い
し
ま
す
。）

③
新
し
い
Ｈ
Ｐ
を
作
り
、
今
の
Ｈ
Ｐ
は
廃
止
す
る
。

た
だ
し
、
今
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
必
要
な
情
報
を
抜
出
し
、

　

新
し
い
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
す
る
。（
必
要
な
情
報
は
、
指

定
の
サ
イ
ト
で
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

　

ど
の
方
法
に
す
る
か
を
期
限
内
に
選
択
し
て
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

４
　

Ｈ
Ｐ
立
上
げ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

本
年
の
10
月
10
日
（
土
）
各
地
域
組
織
の
事
務
局

長
を
対
象
と
し
た
全
国
地
域
組
織
代
表
者
（
事
務
局
）

会
議
ま
で
に
、
情
報
（
デ
ー
タ
）
を
頂
い
た
地
域
組

織
の
Ｈ
Ｐ
を
立
上
げ
る
予
定
で
す
。
こ
の
会
議
で
は
、

Ｈ
Ｐ
の
映
像
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
、
デ
ー
タ
更
新

方
法
を
画
面
を
使
っ
て
説
明
す
る
実
践
的
な
説
明
会

を
企
画
し
て
い
ま
す
。事
務
局
長
ほ
か
が
責
任
を
持
っ

て
デ
ー
タ
を
更
新
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
も
準
備
い
た
し
ま
す
。
デ
ー
タ
の
更
新
は
、
宮

陵
会
本
部
と
Ｈ
Ｐ
業
者
も
い
た
し
ま
す
が
、
基
本
的

に
は
各
地
域
組
織
の
事
務
局
長
ほ
か
が
行
え
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
操
作
等
の
相
談
は
、

Ｈ
Ｐ
業
者
が
都
度
行
い
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
の
運
用
は
、
会
議
終
了
後
に
順
次
開
始
し
、
10

月
末
ま
で
に
は
完
了
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
概
略
は
図
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

５
　

Ｈ
Ｐ
の
活
用
に
つ
い
て

　

広
報
委
員
会
で
は
、
地
域
組
織
の
Ｈ
Ｐ
を
作
る
だ

け
で
は
宝
の
持
ち
腐
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
各
地
域
組
織

の
会
員
通
し
の
情
報
交
換
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
す
る

だ
け
で
な
く
、各
地
域
組
織
の
役
員
・
会
員
と
学
生（
準

会
員
）
間
の
連
携
を
図
る
手
段
と
し
て
の
活
用
も
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
役
員
・
会
員
や

学
生
（
準
会
員
）
に
地
域
組
織
に
Ｈ
Ｐ
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、「
各
地
域
組
織
の
役
員
・
会
員
」
と
「
学
生
（
準

会
員
）」
の
両
者
に
、
機
会
あ
る
ご
と
に
説
明
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
宮
陵
会
本
部
か
ら
は
、

各
地
域
組
織
に
Ｈ
Ｐ
立
上
げ
の
ご
案
内
を
す
で
に
送

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
陵
会
総
会
で

の
説
明
、
宮
陵
会
誌
や
宮
陵
会
報
を
使
っ
た
広
報
活

動
、
さ
ら
に
、
各
地
域
組
織
の
総
会
に
宮
陵
会
代
表

と
し
て
出
席
す
る
理
事
の
挨
拶
で
Ｈ
Ｐ
の
こ
と
を
取

り
上
げ
て
説
明
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

学
生
に
対
し
て
は
、
大
学
の
お
許
し
を
い
た
だ
い
た

う
え
で
、
大
学
と
協
力
し
て
秋
に
行
う
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
等
で
Ｈ
Ｐ
の
活
用
方
法
ほ
か
を
説
明
・
宣
伝
す

る
予
定
で
す
。
広
報
委
員
会
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
機

会
を
捉
え
て
Ｈ
Ｐ
の
告
知
と
活
用
方
法
を
皆
様
に
お

話
し
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

Ｈ
Ｐ
立
上
げ
事
業
は
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
あ
っ
て
初
め
て
成
功
し
、
運
用
が
軌
道
に
乗
る
も

の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
重
ね
て
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

全地域組織のホームページ（HP）
立上げ事業について　No.2

　ＨＰ立上げ事業につきましては、会誌 64号でＨＰ立上げ事業の概要を紹
介し、宮陵会総会では代議員の皆様にデモ画面でＨＰのイメージを説明させ
ていただきました。今回は、「各地域組織への依頼事項」と「スケジュール」
ほかを、説明させていただきます。

スケジュールの概略
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◆
経　

歴

昭
和
18
年
８
月　

長
野
県
生
れ　

昭
和
42
年
３
月

　

神
奈
川
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、
株
式
会
社　

　

マ
ル
イ
チ
産
商
に
入
社

平
成
元
年
６
月

　

株
式
会
社
マ
ル
イ
チ
産
商　

取
締
役
食
品
営　

　

業
本
部 

商
品
部
長

平
成
19
年
４
月

　

株
式
会
社
マ
ル
イ
チ
産
商　

代
表
取
締
役
社　

　

長 

社
長
執
行
役
員

平
成
22
年
６
月

　

株
式
会
社
マ
ル
イ
チ
産
商　

取
締
役
会
長　

平
成
27
年
６
月

　

株
式
会
社
マ
ル
イ
チ
産
商　

取
締
役
相
談
役
就

　

任
（
現
任
）
兼
務
と
し
て
長
野
県
水
産
物
卸
連

　

合
会
長
、
全
国
魚
卸
売
市
場
連
合
会
理
事
、
長

　

野
商
工
会
議
所
常
議
員
、
長
野
県
経
営
者
協
会

　

常
任
幹
事

◆
会
社
の
紹
介

　

当
社
は
、
元
々
は
長
野
市
権
堂
の
２
間
間
口
の

魚
屋
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
２
人
の
個
人
オ
ー

ナ
ー
が
、
昭
和
26
年
１
月
株
式
会
社
マ
ル
イ
チ
産

商
を
設
立
し
ま
し
た
。
本
年
１
月
に
創
立
65
周
年

を
迎
え
、
７
月
に
は
記
念
総
合
展
示
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。
事
業
内
容
は
、
水
産
物
・
水
産
加

工
品
を
メ
イ
ン
に
、
デ
イ
リ
ー
・
冷
凍
・
一
般
ド

ラ
イ
・
加
工
品
等
の
食
品
お
よ
び
畜
産
品
等
の
卸

業
、
小
売
店
舗
支
援
事
業
、
物
流
・
冷
凍
倉
庫
事

業
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
営
業
エ
リ
ア
は
長
野
県

を
中
心
に
、
名
古
屋
・
北
関
東
・
山
梨
・
新
潟
・

北
陸
と
進
出
し
て
い
ま
す
。
当
社
は
、
創
立
以
来
、

圧
倒
的
な
強
豪
会
社
を
照
準
に
し
て
「
比
べ
て

競
っ
て
追
い
越
せ
」
と
い
う
考
え
方
の
も
と
、
常

に
高
い
目
標
を
持
っ
て
挑
戦
し
、
結
果
を
出
し
て

ま
た
挑
戦
す
る
、
と
い
う
社
風
で
、
役
員
か
ら
一

般
社
員
ま
で
こ
の
考
え
方
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
し
て
受
け

継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
正
し
い
も
の
は
、

正
し
く
報
わ
れ
る
」
と
い
う
社
是
を
掲
げ
、
皆
が

守
っ
て
き
た
お
か
げ
で
、
今
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す

【
資
本
金
37
億
１
、
９
８
６
万
円
、
売
上
高
１
、
７

３
１
億
９
、
２
０
０
万
円
、正
社
員
５
８
４
名
（
平

成
27
年
３
月
期
）、
子
会
社
10
社
、
関
連
会
社
他

３
社
、
名
古
屋
証
券
取
引
所
第
２
部
に
上
場
】

◆
当
た
り
前
の
こ
と
に
価
値
を
見
出
す

　

私
は
、
学
卒
１
期
生
と
し
て
入
社
し
ま
し
た
が
、

入
社
当
時
の
卸
業
は
、
汗
水
垂
ら
し
て
ろ
く
に
休

み
も
な
い
厳
し
い
労
働
条
件
が
当
た
り
前
で
し

た
。
ま
ず
配
属
さ
れ
た
の
は
、
冷
凍
庫
の
商
品
の

出
し
入
れ
を
担
当
す
る
仕
事
で
し
た
。
今
で
こ
そ

「
定
置
管
理
」
は
当
た
り
前
で
す
が
、
当
時
は
マ

イ
ナ
ス
20
〜
25
度
の
冷
凍
庫
中
は
商
品
が
詰
め
込

ま
れ
、
何
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
皆
目
わ
か
ら
な
い

状
態
で
し
た
。
毎
日
商
品
の
出
し
入
れ
の
仕
事
を

や
っ
て
い
て
、
何
で
こ
ん
な
く
だ
ら
な
い
仕
事
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
と
い
う
挫
折
感
は
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
、「
当
た
り
前
の
こ
と
を

バ
カ
に
し
て
は
だ
め
だ
！
」
と
思
う
よ
う
に
し
て
、

こ
の
仕
事
で
誰
に
聞
か
れ
て
も
何
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
を
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
、
私
が
す
べ

て
分
か
る
よ
う
に
し
よ
う
、
と
決
意
を
新
た
に
毎

日
庫
内
の
整
理
整
頓
に
励
み
、
見
違
え
る
よ
う
に

き
れ
い
に
し
ま
し
た
。
会
社
に
入
っ
た
時
か
ら

日
々
妥
協
の
連
続
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ
の
中

か
ら
自
分
を
磨
く
こ
と
を
見
出
せ
る
か
ど
う
か

は
、
自
分
次
第
で
す
。
も
し
こ
の
よ
う
な
考
え
方

が
見
出
せ
な
か
っ
た
ら
、
２
〜
３
か
月
で
会
社
を

辞
め
て
い
た
と
思
い
ま
す
し
、
当
然
今
の
自
分
は

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
次
の
年
明
け

早
々
に
卸
主
催
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
チ
ェ
ー
ン
の

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
研
修
に
オ
ー
ナ
ー
の
指
示
で

１
か
月
行
く
こ
と
に
な
り
、
転
機
が
訪
れ
ま
し
た
。

◆
「
勤
勉
者
」
と
「
怠
け
者
」

　

人
間
に
は
勤
勉
者
と
怠
け
者
が
い
る
と
思
い
ま

す
。
勤
勉
者
は
夢
を
語
り
、
怠
け
者
は
愚
痴
を
語

る
よ
う
で
す
。
夢
を
語
る
と
い
う
こ
と
は
プ
ラ
ス

思
考
に
な
り
、
愚
痴
を
語
る
と
マ
イ
ナ
ス
思
考
に

な
り
ま
す
。
当
然
、
私
の
心
に
は
プ
ラ
ス
思
考
の

良
い
私
と
、
マ
イ
ナ
ス
思
考
の
悪
い
私
が
同
居
し

て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
良
い
私
の
ウ
エ
イ
ト

を
多
く
す
る
か
は
、
自
ら
が
前
向
き
に
な
れ
る
か

ど
う
か
で
す
。
当
た
り
前
の
こ
と
を
バ
カ
に
し
な

い
で
取
組
み
、
ど
ん
な
仕
事
に
も
価
値
と
喜
び
を

見
出
せ
る
、
そ
ん
な
人
間
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。

◆
失
敗
の
ポ
ケ
ッ
ト
を
持
つ

　

小
さ
な
失
敗
か
ら
多
く
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は

非
常
に
重
要
な
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
自
分
の

心
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
失
敗
事
例
を
多
く
持
つ
こ
と
で

す
。
失
敗
事
例
を
多
く
持
っ
て
い
る
と
、
何
か
に

直
面
し
た
時
、
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
が
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
出
て
き
て
、
自
分

の
考
え
方
や
意
思
を
決
定
す
る
と
き
の
軸
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
失
敗
を
恐
れ
て
何
も
し
な
い
の
は

一
番
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。
何
を
や
っ
て
も
無
駄

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
唯
一
あ
る
と
す
れ
ば
、

失
敗
や
経
験
か
ら
学
ぼ
う
と
し
な
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

◆
ボ
ク
サ
ー
で
は
な
く
走
り
高
跳
び
の

　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ス
リ
ー
ト
を
目
指
せ

　

30
歳
代
に
あ
る
取
引
先
の
社
長
か
ら
、「
人
生

は
戦
い
の
連
続
だ
。
相
手
を
１
発
で
倒
す
ボ
ク

サ
ー
ス
タ
イ
ル
を
目
指
し
て
は
ダ
メ
だ
。
自
ら
の

ハ
ー
ド
ル
を
少
し
ず
つ
上
げ
て
戦
う
走
り
高
跳
び

の
ア
ス
リ
ー
ト
を
目
指
し
な
さ
い
」
と
い
う
教
え

を
受
け
ま
し
た
。
目
標
を
設
定
し
て
、
一
つ
ク
リ

ア
し
た
ら
次
の
目
標
を
設
定
し
挑
戦
し
な
さ
い
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
私
の
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

話
を
聞
い
て
以
降
、
常
に
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

◆
職
業
人
生
は
マ
ラ
ソ
ン
と
同
じ

　

職
業
人
生
は
４
２
．
１
９
５
㎞
の
マ
ラ
ソ
ン
の

戦
い
と
同
じ
で
す
。
第
一
ク
ー
ル
は
、
入
社
か
ら

５
年
で
マ
ラ
ソ
ン
に
例
え
る
と
ス
タ
ー
ト
か
ら
10

㎞
の
大
集
団
、
第
二
ク
ー
ル
は
15
年
で
10
〜
20
㎞

の
中
集
団
、
第
三
が
30
㎞
ま
で
の
小
集
団
、
そ
し

て
第
四
が
ゴ
ー
ル
ま
で
の
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
で
す
。

一
番
大
切
な
の
は
、
第
一
ク
ー
ル
で
、
同
期
で
仲

良
く
と
学
生
の
延
長
の
よ
う
な
時
期
で
す
の
で
誰

も
気
が
付
き
ま
せ
ん
が
、
27
〜
28
歳
ま
で
に
ど
の

よ
う
な
人
生
観
や
社
会
観
、
職
業
観
を
確
立
で
き

る
か
が
重
要
で
す
。
こ
の
時
期
に
し
っ
か
り
と
し

た
こ
の
よ
う
な
価
値
観
を
備
え
る
た
め
に
は
、
本

や
新
聞
等
の
活
字
を
読
む
だ
け
で
な
く
、
異
業
種

の
方
や
先
輩
、
取
引
先
ほ
か
様
々
な
人
達
と
付
き

合
い
、
話
を
聞
く
中
で
価
値
観
が
醸
成
し
て
く
る

と
思
い
ま
す
。「
多
逢
聖
因
（
た
ほ
う
し
ょ
う
い

ん
）」
を
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
私
の
経
験

で
は
、
こ
の
よ
う
な
価
値
観
を
備
え
た
人
は
、
５

年
後
の
32
歳
ご
ろ
ブ
レ
イ
ク
し
、
さ
ら
に
５
年
後

の
40
歳
頃
に
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
る
ポ
ス
ト

が
与
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
材
・
文
責
／
内
藤
）
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◆
経　

歴

昭
和
20
年
２
月　

広
島
県
江
田
島
市
で
生
ま
れ
、

　

神
奈
川
県
横
須
賀
市
で
育
つ

昭
和
42
年
３
月

　

神
奈
川
大
学
工
学
部
工
業
経
営
学
科
卒
業
後
、　

　

自
動
車
の
パ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
に
入
社

昭
和
44
年
12
月

　

株
式
会
社 

ト
ー
モ
ク
入
社

平
成
２
年
６
月

　

株
式
会
社 

ト
ー
モ
ク
取
締
役
生
産
部
長

平
成
４
年
６
月

　

サ
ウ
ス
ラ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
カ
ン
パ
ニ
ー

　

取
締
役
社
長

平
成
９
年
６
月

　

株
式
会
社 

ト
ー
モ
ク
常
務
取
締
役

平
成
10
年
４
月

　

株
式
会
社
ト
ー
モ
ク

　

代
表
取
締
役
社
長
就
任
（
現
任
）

◆
会
社
の
紹
介

　

株
式
会
社　

ト
ー
モ
ク
は
昭
和
15
年
12
月
に
北

海
製
函
乾
燥
㈱
と
し
て
創
業
。
段
ボ
ー
ル
箱
の
製

造
販
売
を
開
始
し
、
昭
和
46
年
１
月
に
商
号
を
株

式
会
社
ト
ー
モ
ク
に
改
称
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

段
ボ
ー
ル
・
紙
器
製
品
の
供
給
を
軸
に
、
箱
型
の

提
案
か
ら
デ
リ
バ
リ
ー
ま
で
含
め
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ハ
ウ

ス
が
提
供
す
る
住
宅
事
業
に
も
取
り
組
む
な
ど
、

そ
の
技
術
や
製
品
は
飛
躍
的
な
広
が
り
を
見
せ
て

い
ま
す
。

　

当
社
の
主
力
事
業
で
あ
る
段
ボ
ー
ル
は
、
す
べ

て
受
注
生
産
で
、
企
画
に
沿
っ
て
作
る
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。
簡
単
に
言
え
ば
３
枚
の
紙
を
お
客
様

の
使
用
目
的
や
用
途
に
合
わ
せ
て
貼
り
合
せ
て
作

り
ま
す
。
段
ボ
ー
ル
の
厚
さ
は
数
種
類
あ
り
、
そ

れ
を
基
本
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
客
様
に
応
じ

た
箱
を
作
っ
て
い
く
訳
で
す
。
内
容
物
が
同
じ
で

も
お
客
様
が
違
え
ば
、
デ
ザ
イ
ン
や
大
き
さ
が
違

い
ま
す
。
お
客
様
に
合
わ
せ
て
ま
っ
た
く
別
の
も

の
を
作
る
の
で
す
。
当
社
で
は
１
工
場
で
１
日
７

０
０
〜
８
０
０
種
類
の
段
ボ
ー
ル
を
生
産
し
て
い

ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
、
材
料
が
無
駄
に
な
ら
な

い
よ
う
に
利
用
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
紙
そ
の
も

の
の
機
能
性
、
コ
イ
ル
巻
き
時
点
で
の
大
き
さ
な

ど
材
料
自
体
に
も
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
様
々
な

種
類
の
材
料
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
こ
そ
面
白
み
が
あ
り

ま
す
。
た
か
が
段
ボ
ー
ル
、
さ
れ
ど
段
ボ
ー
ル
。

奥
が
深
く
、
そ
の
技
術
は
高
い
の
で
す
。

【
資
本
金
１
３
６
億
69
百
万
円
、
連
結
売
上
高
１
、

４
８
５
億
９
千
万
円
、正
社
員
３
、
２
０
７
名
（
平

成
27
年
３
月
期
）、
子
会
社
14
社
、
東
京
証
券
取

引
所
第
１
部
、
札
幌
証
券
取
引
所
に
上
場
】

◆
人
生
観

　

ひ
た
す
ら
目
の
前
の
こ
と
を
一
日
一
日
燃
焼
し

て
き
た
人
生
で
し
た
。
私
は
42
年
に
卒
業
し
て
す

ぐ
に
自
動
車
の
パ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
に
入
社
し
ま
し

た
。
仕
事
自
体
は
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
で
楽
な
も
の

で
し
た
が
、
資
本
自
由
化
の
波
が
押
し
寄
せ
た
時

代
で
も
あ
り
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
全
体
は
焦
燥
感

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
会
社
は
自
動
車
会
社

の
下
請
け
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

に
一
生
懸
命
で
、
給
与
は
低
く
、
ス
ト
を
す
る
こ

と
も
許
さ
れ
な
い
環
境
の
中
で
、
自
分
の
自
由
と

は
、
自
主
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
を
持
ち

ま
し
た
。
こ
う
し
た
危
機
感
か
ら
自
分
の
強
み
を

作
ろ
う
と
、
学
生
時
代
に
勉
強
し
な
か
っ
た
分
を

取
り
返
そ
う
と
必
死
で
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
し
て

２
〜
３
年
で
パ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
を
辞
め
、
幸
い
に

も
中
途
採
用
で
株
式
会
社
ト
ー
モ
ク
に
入
社
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
当
時
は
、
転
職
は
も
の
す

ご
い
ハ
ン
デ
で
、
仕
事
も
分
か
ら
な
い
た
め
、
今

で
言
う
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
顔
負
け
の
扱
い
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
時
、
学
生
時
代
に
サ
ボ
っ
て
勉
強
し

な
か
っ
た
つ
け
が
回
っ
て
き
た
。
自
ら
蒔
い
た
種

だ
と
受
け
止
め
、
じ
っ
と
我
慢
し
て
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。
入
社
し
て

私
は
、
工
場
で
段
ボ
ー
ル
を
一
番
効
率
よ
く
コ
ス

ト
の
か
か
ら
な
い
方
法
で
製
造
す
る
「
生
産
計
画

を
組
み
立
て
る
仕
事
」
を
し
ま
し
た
。
ど
の
よ
う

に
組
み
合
わ
せ
れ
ば
製
造
効
率
を
Ｕ
Ｐ
出
来
る
の

か
を
日
々
必
死
に
な
っ
て
考
え
な
が
ら
や
っ
て
い

る
う
ち
に
、
仕
事
の
面
白
さ
と
や
り
が
い
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
組
織
を
運
営
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
企
業
カ
ル
チ
ャ
ー
や
企
業
の
思

い
を
皆
で
一
つ
に
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
ま

す
。
今
ま
で
社
長
と
し
て
率
先
し
て
動
き
、
指
示

を
与
え
社
員
を
率
い
て
き
ま
し
た
。
当
社
に
は
16

の
工
場
が
あ
り
ま
す
が
、
毎
年
社
長
診
断
と
銘

打
っ
て
全
工
場
に
出
向
き
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
見

て
、
幹
部
を
集
め
て
仕
事
の
実
績
や
考
え
方
等
を

時
間
を
か
け
て
確
認
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
社

員
全
員
に
直
接
言
葉
を
伝
え
ま
す
。
そ
の
際
、
一

人
で
も
多
く
の
人
が
理
解
し
や
す
く
、
頑
張
ろ
う

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
一
言
を
心
が
け
て
話

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
工
場
に
出
向
い
た
際
は

生
産
の
現
場
を
一
つ
ず
つ
回
り
、
当
社
の
も
の
づ

く
り
の
あ
り
よ
う
を
自
分
の
目
で
見
て
指
摘
し
ま

す
。
今
で
も
掃
除
の
仕
方
が
悪
い
と
、
私
が
自
ら

油
ま
み
れ
に
な
っ
て
実
践
し
教
え
ま
す
。
掃
除
の

手
順
に
も
理
由
が
あ
り
、
そ
の
理
由
を
社
員
に
考

え
さ
せ
る
の
で
す
。
そ
れ
を
教
え
る
こ
と
で
教
育

に
な
り
ま
す
。
教
育
を
す
る
と
見
違
え
る
よ
う
に

社
員
が
変
わ
り
ま
す
。
一
見
効
率
が
悪
い
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
つ
ま
ら
な
い
会
議

を
や
る
よ
り
も
一
人
の
社
員
の
意
識
改
革
を
す
る

こ
と
の
方
が
価
値
が
あ
る
、
と
い
う
信
念
で
や
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
員
に
何
か
を
伝
え
る
際
に

私
は
手
書
き
と
い
う
手
法
を
と
り
ま
す
。
会
社
の

大
き
な
方
針
や
遂
行
す
る
た
め
の
基
本
的
な
考
え

方
は
、
全
て
手
書
き
で
示
し
ま
す
。
手
で
書
く
こ

と
は
考
え
な
が
ら
書
く
こ
と
に
な
り
、
私
の
思
い

や
感
情
も
伝
わ
り
ま
す
。
社
員
に
意
味
を
考
え
さ

せ
る
よ
う
に
あ
え
て
難
し
い
語
句
を
使
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
自
分
も
勉
強
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
た
め
、
現
在
で
も
勉
強
の
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。

◆
後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

学
生
時
代
は
よ
く
遊
び
よ
く
学
ぶ
べ
き
で
し
ょ

う
。
好
奇
心
を
持
ち
、
遊
び
に
し
て
も
同
じ
こ
と

ば
か
り
す
る
の
は
良
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
同
じ

こ
と
ば
か
り
を
し
て
い
る
と
人
間
の
幅
が
広
が
り

ま
せ
ん
。
新
し
い
こ
と
を
す
る
と
い
ろ
い
ろ
な
失

敗
を
す
る
で
し
ょ
う
。
手
痛
い
し
っ
ぺ
返
し
を
受

け
て
こ
そ
勉
強
に
な
る
の
で
す
。
い
が
ぐ
り
君
に

な
れ
と
私
は
若
者
に
言
っ
て
い
ま
す
。
人
間
は
年

齢
を
重
ね
る
と
黙
っ
て
い
て
も
い
が
が
削
れ
て
丸

く
な
り
ま
す
。
会
社
に
も
よ
り
ま
す
が
、
若
い
う

ち
は
ど
ん
ど
ん
尖
っ
て
ぶ
つ
か
る
こ
と
で
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
は
ず
で
す
。

 （
取
材
・
文
責
／
内
藤
・
吉
川
）
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山
本
真
一
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
大
学
の
広
報
誌

「JIN
D
A
I Style

」 

Ｎ
Ｏ
．
３
０
１
（
２
０
１
４

年
12
月
号
）
で
特
集
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
本
店
を
切
り
盛
り
す
る
本
学
Ｏ

Ｇ
（
真
一
さ
ん
と
同
ゼ
ミ
）
の
奥
様
、
歩
佳
さ
ん

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
紹
介
し
ま
す
。
ド
イ
ツ
で

の
現
地
取
材
は
、
大
学
の
平
塚
研
究
支
援
課
長

木
内
好
信
氏
に
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
本
真
一
さ
ん
ご
夫
妻
が
経
営

す
る
、
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
で
人
気
の
「
無
垢-m

uku-

」

と
い
う
ラ
ー
メ
ン
店
が
、
２
０
１

４
年
6
月
か
ら
1
年
半
の
期
間
限

定
な
が
ら
、
新
横
浜
駅
近
く
の
新

横
浜
ラ
ー
メ
ン
博
物
館
に
「
無
垢

-m
uku-

ツ
ヴ
ァ
イ
テ
」
の
名
前
で
出
店
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
、
ご
主
人
が
ラ
ー
メ
ン
博
物
館
店

を
、
奥
様
が
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
本
店
を
と
、
夫
婦

別
々
に
な
っ
て
切
り
盛
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
は
、
欧
州
中
央
銀
行
の
本

部
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
級
の
ハ
ブ
空
港
や
ド
イ
ツ

に
隣
接
す
る
国
々
を
結
ぶ
国
際
列
車
が
頻
繁
に
発

着
す
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
が
あ
り
、
ま
さ
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
経
済
の
中
心
都
市
と
い
え
ま
す
。
そ
の
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
店
を
構
え
、
ド
イ
ツ
の
み
な
ら

ず
近
隣
の
国
か
ら
も
「
無
垢
」
の
ラ
ー
メ
ン
を
食

べ
に
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
お
越
し
に
な
る
ほ

ど
の
評
判
の
お
店
で
す
。

　

お
店
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
一
の
繁
華
街
の
タ

ウ
ナ
ス
バ
ッ
へ
ま
た
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
南
駅
か

ら
路
面
電
車
（
14
系
統
）
に
乗
り
、
ほ
ん
の
数
分

で
着
く
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
シ
ュ
ト
ラ
ッ

セ
と
い
う
停
留
所
の
目
の
前
に
あ
り
ま
す
。
営
業

は
、
18
時
か
ら
23
時
で
、
毎
週
月
曜
日
が
お
休
み

で
す
。
今
回
は
、
特
別
に
お
願
い
し
て
開
店
前
に

お
邪
魔
し
ま
し
た
が
、
お
店
の
前
に
は
開
店
を
待

つ
お
客
さ
ん
も
い
て
、
予
約
を
し
な
い
と
入
れ
な

い
こ
と
も
あ
る
と
の
こ
と
。

　

山
本
さ
ん
ご
夫
妻
は
、
と
も
に
経
営
学
部
の

テ
ィ
オ
フ
ラ
ス
・
ア
サ
モ
ア
教
授
の
ゼ
ミ
に
所
属

し
、
在
学
当
時
か
ら
海
外
に
目
を
向
け
て
学
生
生

活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
歩
佳
さ
ん
は
、
学
資
の

た
め
の
ア
ル
バ
イ
ト
と
大
学
で
の
学
業
の
た
め

に
、
課
外
活
動
に
参
加
す
る
時
間
が
取
れ
な
か
っ

た
よ
う
で
す
が
、
2
年
次
の
時
に
経
営
学
部
の
SA

（Study A
broad

）
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
カ
ナ
ダ
の

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
大
学
で
1
ヶ
月
に
わ
た
る
研
修
と

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
経
験
し
、
3
年
次
・
4
年
次
の

時
に
は
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
合
宿
研
修
で
米
国
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
や
韓
国
の
企
業
訪
問
を
行
う
な
ど
、
在

学
中
に
様
々
な
海
外
で
の
経
験
を
積
ま
れ
ま
し

た
。
卒
業
後
は
、
海
外
と
の
関
係
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
、
語
学
学
校
に
就

職
し
、
主
に
営
業
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

ド
イ
ツ
に
拠
点
を
置
く
商
社
に
就
職
し
て
い
た
夫

の
山
本
真
一
さ
ん
と
の
結
婚
の
気
持
ち
が
固
ま
っ

た
頃
、
海
外
で
の
生
活
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
を
試
す
こ
と
と
、
ご
両
親
に
納
得
し
て
も
ら
う

た
め
、
数
ヶ
月
の
間
ド
イ
ツ
で
の
生
活
を
経
験
し

た
後
に
ご
結
婚
さ
れ
、
ド
イ
ツ
に
居
を
構
え
る
こ

と
と
な
っ
た
と
の
こ
と
。

　

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
ラ
ー
メ
ン
店
を
開
店
し
て

4
年
が
経
ち
、
多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
訪
れ
る
お

店
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
開
店
当
初
は
、
日
本
人

の
お
客
さ
ん
が
中
心
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
今
で

は
ド
イ
ツ
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
様
々
な
国
の

方
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
無
垢
」
で
は
、
看
板
メ
ニ
ュ
ー
の
ラ
ー
メ
ン

も
〝
ツ
バ
イ
〞
を
は
じ
め
と
し
て
、
つ
け
麺
ま
で

何
種
類
か
の
ラ
ー
メ
ン
が
あ
り
、
そ
の
他
に
も
ご

飯
は
も
ち
ろ
ん
、
餃
子
や
唐
揚
げ
等
、
日
本
人
の

大
好
き
な
食
べ
物
が
数
多
く
揃
っ
て
い
ま
す
。

ビ
ー
ル
大
国
の
ド
イ
ツ
で
す
が
、「
無
垢
」
に
は

ド
イ
ツ
で
作
ら
れ
て
い
る
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
も
あ

り
、
と
て
も
人
気
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
「
無
垢
」
で
商
売
を
や
る
に
は
今
や
常
識
と
も

言
え
る
、
お
店
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
な
ど

を
開
設
す
る
こ
と
も
な
く
、〝
口
コ
ミ
〞
だ
け
で

多
く
の
お
客
さ
ん
を
集
め
て
い
る
と
の
こ
と
。
口

コ
ミ
と
言
っ
て
も
、
世
界
中
の
人
が
利
用
し
て
い

る
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
で
も
高
評
価
の

お
店
な
の
で
、
自
前
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
以
上
の
宣

伝
効
果
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

新
横
浜
ラ
ー
メ
ン
博
物
館
へ
の
出
店
を
機
に
、

こ
の
後
の
新
た
な
展
開
が
あ
る
の
で
は
？
と
伺
っ

た
と
こ
ろ
、「
は
っ
き
り
と
決
ま
っ
て
い
る
こ
と

は
な
い
け
れ
ど
、
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
今
ま
で

の
経
験
か
ら
、
や
ろ
う
と
思
っ
た
こ
と
は
必
ず
実

現
で
き
る
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。」

と
頼
も
し
い
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
夫
の
山
本
真
一
さ
ん
に
つ
い
て
伺
っ

た
と
こ
ろ
、「
抜
群
の
行
動
力
と
交
渉
力
の
持
ち

主
」
と
の
こ
と
。「
無
垢
」
の
日
本
人
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
も
、
と
て
も
素
敵
な
方
々
で
し
た
の
で
、

皆
様
も
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
お
越
し
の
際
に
は
、

是
非
立
ち
寄
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
：
佐
藤　

武
）

　ラーメン店「無垢 -muku-」
　
　　　　　　オーナー　山本　真一さん

◆ 1981（昭和 56）年　
　　山梨県韮崎市出身
◆ 2004（平成 16）年　
　　神奈川大学経営学部
　　国際経営学科卒業
◆ 2006（平成 18）年
　　SSP Kosumgüter Trade & Consult GmbH 
　　（ドイツの日本食材の商社）勤務を経て大谷商会に
　　転職し、営業マンとしてラーメン事業部の責任者を
　　務める
◆ 2010（平成 22）年　
　　ドイツ・フランクフルトに「無垢 -muku-」開業
◆ 2014（平成 26）年　
　　新横浜ラーメン博物館に「無垢 -muku- ツヴァイテ」
　　出店
　　※ツヴァイテとはドイツ語で 2番目（2号店）とい
　　　う意味

海外で活躍している卒業⽣紹介海外で活躍している卒業⽣紹介

山本真一氏
PROFILE

すトと４定横

店舗の紹介

「無
＼ドイツから／ 

奥様の歩佳さん（前列中央）
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地⽅で頑張っている飲⾷店紹介地⽅で頑張っている飲⾷店紹介

　

千
葉
県
松
戸
市
の
小
金
原
に
て
営
む
「
い

ち
遊
」
は
、
紹
介
す
る
北
澤
さ
ん
が
丹
精
を

込
め
て
お
出
し
す
る
手
打
ち
蕎
麦
と
会
席
の

お
店
で
す
。
千
葉
県
の
北
部
は
古
く
か
ら
軍

馬
の
育
成
が
盛
ん
で
、
江
戸
時
代
に
は
幕
府

が
小
金
牧
を
お
き
、
広
大
な
放
牧
場
が
広
が

り
ま
し
た
。
現
在
は
、
お
店
に
面
し
た
街
路

樹
の
美
し
さ
と
開
放
感
の
あ
る
町
並
み
が
印

象
的
で
、
地
形
は
起
伏
に
富
ん
だ
も
の
と
の

こ
と
で
す
が
、
そ
れ
ら
は
放
牧
場
の
な
ご
り

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

学
生
時
代
は
海
外
へ
の
興
味
も
あ
っ
た
と

い
う
北
澤
さ
ん
。
そ
の
関
心
か
ら
貿
易
学
科

を
卒
業
し
、
証
券
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。

お
店
を
開
く
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
そ
の
会

社
で
の
イ
ギ
リ
ス
勤
務
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
趣

味
な
ど
を
生
か
し
、
早
期
に
「
第
二
の
人
生
」

を
歩
む
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
た
ち
が
多
か
っ
た
と

の
こ
と
。
刺
激
を
受
け
た
北
澤
さ
ん
は
、
ご

自
身
の
仕
事
観
と
も
照
ら
し
、
新
し
い
道
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

趣
味
の
多
い
北
澤
さ
ん
は
、
バ
ラ
の
栽
培
や

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
に
も
関
心
が
あ
り
、
蕎
麦
打

ち
も
習
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
、

友
人
と
訪
れ
た
そ
れ
ま
で
に
な
い
雰
囲
気
の

お
蕎
麦
屋
さ
ん
に
感
動
し
、
そ
の
道
を
志
す

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
「
い
ち
遊
」
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
決

意
し
て
か
ら
、
半
年
後
に
は
開
店
。
修
行
に

も
行
き
、
今
や
16
年
間
営
業
を
続
け
て
い
ま

す
。
地
元
客
や
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
来
る

お
客
さ
ん
の
顔
は
だ
い
た
い
覚
え
て
い
る
と

の
こ
と
。
大
学
時
代
の
友
人
た
ち
と
も
年
一

回
の
集
ま
り
を
こ
こ
で
行
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。お
店
は
、手
打
ち
蕎
麦
が
メ
イ
ン
で
す
が
、

野
菜
の
仕
入
れ
な
ど
に
も
気
を
つ
か
っ
て
い

て
、
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
会
席
料
理
も
自
慢

で
す
。

　

北
澤
さ
ん
の
第
二
の
人
生
に
憧
れ
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
は
勢
い
が
あ
る
う
ち

に
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
と
の
弁
で
す
。
た

だ
、
成
功
に
は
「
勢
い
」
だ
け
で
は
な
く
、

求
め
る
客
層
を
見
定
め
、
し
っ
か
り
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
伺
え
ま
し

た
。

　

神
大
卒
業
生
に
は
、
お
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
た
い
そ
う
で
す
。
そ
の
と
き
に
応
じ
て
、

そ
っ
と
出
し
て
く
る
北
澤
さ
ん
の
お
ス
ス
メ

に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
材
・
文
責
／
齊
藤
）

■
場
所
／
千
葉
県
松
戸
市
小
金
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
―
33
―
３

■
ア
ク
セ
ス
／
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
（
各
停
）

　

北
小
金
駅
か
ら
バ
ス
で
10
分

■
営
業
時
間
／
（
昼
）
11
：
30
〜
14
：
30

　
　
　
　
　
　

  （
夜
）
17
：
30
〜
20
：
30

■
定
休
日
／
月
曜
日
（
祭
日
の
場
合
は
翌
日
）

■
客
席
数
／
24
席

■
特
徴
／
手
打
ち
蕎
麦
と
食
材
に
こ
だ
わ
っ

た
会
席
料
理

■
予
算
の
目
安
／
２
，
０
０
０
円

■
連
絡
先
／

　

電
話　

０
４
７
―
３
４
０
―
２
６
７
８

　
　
　
　

H
P
http://ichiyu.info/

　

大
学
に
入
学
し
て
直
ぐ
、
学
費
を
稼
ぐ
た
め

に
六
角
橋
交
差
点
に
あ
る
「
末
広
園
」
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
始
め
ま
し
た
。
当
時
４
，
５
０
０
円

の
ア
パ
ー
ト
家
賃
を
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
で
払

い
、
食
事
は
バ
イ
ト
先
の
賄
で
済
ま
す
生
活
で

し
た
。
正
に
老
舗
の
修
行
生
活
の
よ
う
で
し
た
。

「
末
広
園
」の
ご
主
人
鈴
木
さ
ん
の
背
中
を
見
て
、

料
理
の
世
界
に
身
を
置
く
夢
を
持
ち
知
ら
ず
知

ら
ず
修
行
を
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

大
学
卒
業
と
同
時
に
東
京
の
寿
司
屋
・
う
な

ぎ
屋
・
日
本
料
理
店
を
６
年
渡
り
歩
き
、
店
を

開
業
す
る
た
め
に
長
崎
に
戻
っ
た
時
、
東
京
の

醤
油
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
自
分
が
い
て
、
必
死

に
長
崎
の
味
に
戻
す
修
行
が
始
ま
り
ま
す
。
長

崎
の
味
に
戻
す
の
に
15
年
の
歳
月
が
か
か
り
ま

し
た
。
そ
し
て
辿
り
着
い
た
の
は
、
何
で
も
料

理
で
は
な
く
、
本
物
に
拘
り
、
本
物
の
素
材
で

勝
負
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

店
を
開
業
す
る
際
、
銀
行
は
本
物
の
味
に
興

味
を
示
さ
ず
、
全
て
を
否
定
さ
れ
融
資
を
受
け

ら
れ
な
い
現
実
に
直
面
し
た
時
は
本
当
に
き
つ

か
っ
た
で
す
。
男
の
プ
ラ
イ
ド
が
ズ
タ
ズ
タ
に

な
り
、
侮
辱
に
耐
え
、
そ
れ
で
も
信
念
を
貫
き
、

あ
る
人
と
の
出
会
い
が
人
脈
と
信
頼
と
な
り
、

本
物
の
素
材
を
生
か
す
料
理
に
融
資
し
て
い
た

だ
け
る
銀
行
が
現
れ
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
あ

の
時
が
挫
折
と
絶
望
の
ど
ん
底
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
あ
の
ど
ん
底
が
あ
っ
た
か
ら

今
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

観
光
通
り
駅
か
ら
徒
歩
３
分
、
ご
自
慢
の
料

理
は
、長
崎
県
産
天
然
の
九
絵
を
使
用
し
た
「
九

絵
（
く
え
）
鍋
」、
長
崎
県
で
水
揚
げ
さ
れ
た

高
級
魚
を
こ
っ
く
り
と
「
の
ど
黒
の
煮
つ
け
」、

天
然
真
鯛
の
鯛
飯
な
ど
鮮
魚
を
は
じ
め
、
長
崎

和
牛
、
旬
の
野
菜
な
ど
食
材
を
生
か
し
た
料
理

の
数
々
。

　

林
田
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
愛
情
」。
思
い

を
料
理
に
吹
き
込
む
と
本
当
に
お
い
し
く
な
る

ん
で
す
よ
っ
て
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

実
は
各
界
の
著
名
人
、
有
名
人
も
来
て
い
る
ん

で
す
よ
。

　
「
更
紗
（
さ
ら
さ
）」
の
由
来
は
、
江
戸
時
代

に
出
島
に
火
薬
、
鉄
砲
、
ワ
イ
ン
な
ど
と
共
に

長
崎
を
通
し
て
献
上
さ
れ
高
級
織
物
「
更
紗
」

に
ち
な
ん
で
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
崎
県
認
定
、
長
崎
県
商
工
会
議
所
共
催
の

お
墨
付
き
を
受
け
、
こ
れ
か
ら
軍
艦
島
や
観
光

で
注
目
さ
れ
る
長
崎
県
で
、
本
物
の
料
理
の
主

役
と
な
る
日
本
料
理「
更
紗（
さ
ら
さ
）」、今
後
、

目
が
離
せ
な
い
で
す
。
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、

神
大
卒
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
店
主
に
伝
え
、
店
主
が

ほ
ほ
笑
み
神
大
モ
ー
ド
に
切
り
替
わ
っ
た
ら
、

神
大
ス
ペ
シ
ャ
ル
登
場
!
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
召

し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。（
取
材・文
責
／
栗
林
）

■
場　

所
／
長
崎
市
万
屋
町
１
番
21
号

　
　
　
　
　
林
田
ビ
ル
２
階
・
３
階

■
ア
ク
セ
ス
／
Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
か
ら
路
面
電
車　

1
系
統
で
８
分
、
観
光
通
り
駅
下
車
３
分

■
受
付
時
間
／
11
：
00
時
〜
16
：
30
時

■
定
休
日
／
土
日
曜
日
・
祝
日

■
客
席
数
／
70
席

■
特　

徴
／
地
元
長
崎
の
素
材
で「
天
然
真
鯛・

天
然
九
絵
・
天
然
真
鯛
」
を
極
め
る

■
予
算
の
目
安
／
ラ
ン
チ
１
、
２
６
０
〜
懐
石

料
理
ま
で

■
連
絡
先　

　
電　
話　
０
９
５
―
８
５
０
―
４
１
０
３

　

手
打
ち
そ
ば
と
ゆ
ば
会
席

　
　
「
い
ち
遊
」

　
　
　
　

北
澤　
　

修

　
　
　
　
（
昭
和
50
年
経
済
学
部
貿
易
学
科
卒
）

　

長
崎
の
味
を
極
め
た
、
日
本
料
理

　
「
更
紗
（
さ
ら
さ
）」

　
　
　
　

林
田　

義
史

　
　
　
　
　
（
昭
和
50
年
法
学
部
法
律
学
科
卒
）
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「
宮
城
県
宮
陵
会
再
建
へ
の
道
の
り
は
」

　

現
在
の
宮
城
支
部
設
立
の
経
過
は
１
９
８
０
年
、

当
時
の
工
学
部
上
野
教
授
が
来
仙
さ
れ
同
級
生
の

井
上
修
一
氏
（
１
９
６
４
年
工
経
卒　

現
（
株
）

カ
ル
ラ
代
表
取
締
役
）
福
原
勝
氏
（
１
９
６
４
年

工
経
卒
現
（
有
）
イ
ハ
ラ
商
事　

代
表
取
締
役
）
に
、

宮
城
支
部
再
建
を
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
上
、
福
原
先
輩
の
ご
指
導
の
も
と
、
再
建
の

準
備
実
務
を
竹
谷
健
一
氏
（
１
９
６
６
年
貿
易
卒

現
（
株
）
セ
イ
コ
ー
実
業　

代
表
取
締
役
）
長
谷

川
博
氏
（
１
９
６
６
年
経
済
学
科
卒　

元
大
日
本

土
木
（
株
）
仙
台
勤
務
）
が
指
名
さ
れ
、
支
部
長

に
故
菅
原
甚
左
衛
門
氏
（ 

２
０
１
５
年
4
月
23
日

ご
逝
去
93
歳  

１
９
４
４
年
商
（
株
）
千
松
島
会
長
）

が
就
任
し
ま
し
た
。

　

再
建
総
会
を
大
学
よ
り
故
米
田
吉
盛
元
学
長
を

迎
え
、
１
９
８
１
年 

仙
台
の
ホ
テ
ル
に
て
開
催
し

ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
時
の
米
田
元
学
長
の
記
念

講
義
を
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
若
々
し
い
、
張
り

の
あ
る
声
で
、「
吾
十
有
五
而
志
学　

三
十
而
立　

四
十
而
不
惑　

五
十
而
知
天
命　

六
十
而
耳
順　

七
十
而
従
心
所
欲
、
不
踰
矩
」
と
論
語
の
講
義
で

し
た
。

　

菅
原
甚
左
衛
門
氏
は
宮
城
支
部
、
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
会
の
発
展
に
努
め
、
そ
の
姿
勢
が
、
現
在
の
宮

城
県
宮
陵
会
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
基
礎
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

「
東
日
本
大
震
災
を
起
点
と
し
た

　
　
　
　
　

更
な
る
結
束
に
関
し
て
は
」

　

私
が
２
０
１
０
年
宮
城
県
宮
陵
会
の
世
話
役
に

推
薦
さ
れ
て
か
ら
、
5
年
を
迎
え
ま
し
た
。
翌
年

２
０
１
１
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
で
は
、
宮
城
県
宮
陵
会
は
大
き
な
影
響
を
受
け

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
竹
谷
先
輩
を
中
心
と

し
た
メ
ン
バ
ー
の
的
確
な
る
ご
指
導
の
お
陰
で
、

Ｏ
Ｂ
会
活
動
を
継
続
で
き
ま
し
た
。

　

震
災
の
前
年
２
０
１
０
年
度
は
、
福
島
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
を
開
催
し
、
当
時
の
福
島
県
知
事
佐
藤
雄

平
氏
と
も
大
い
に
交
流
し
、
次
年
度
は
宮
城
で
会

お
う
と
の
約
束
で
し
た
が
、
大
震
災
に
よ
り
開
催

し
よ
う
に
も
混
乱
で
会
場
が
押
さ
え
ら
れ
な
い
状

況
で
し
た
。
山
形
県
宮
陵
会
の
こ
こ
ろ
温
ま
る
ご

厚
意
に
て
、
鶴
岡
に
て
２
０
１
１
年
度
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
を
開
催
で
き
ま
し
た
。「
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の

た
す
き
は
つ
な
が
り
ま
し
た
。」
山
形
県
宮
陵
会
の

皆
様
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

ま
た
、震
災
を
契
機
と
し
て
、気
仙
沼
支
部
会
（
責

任
者　

吉
野
忠
氏
１
９
６
７
年
貿
易
卒
）・
石
巻
支

部
会
（
責
任
者　

神
農
太
三
郎
氏
１
９
６
３
年
経

済
卒
）
が
発
足
し
、
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

｢

年
間
の
活
動
状
況
は｣

　

年
間
の
定
例
行
事
と
し
て
は
、
1
月
中
旬
新
年

会
と
し
て
、
１
９
７
１
年
貿
易
卒　

八
幡
勲
一
氏

の
お
店
「
菊
寿
司
」
に
会
員
有
志
（
15
名
）
が
集

ま
り
、
箱
根
駅
伝
の
話
題
を
中
心
に
、
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
も
話
題
に
し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
恒
例
の
締
め
は
、
前
宮
城
県
支
部
長
（
元

応
援
団
団
長
、
元
新
潟
鐵
工
常
務
取
締
役
、

１
９
６
２
年
電
気
工
学
卒
）
小
林
保
博
氏
の
エ
ー

ル
で
校
歌・応
援
歌・寮
歌
を
歌
い
、
一
年
の
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
す
。

　

ま
た
、
月
一
回
第
3
水
曜
日
に
前
述
の
Ｏ
Ｂ
福

原
さ
ん
の
お
店
、
そ
ば
処
「
ふ
く
は
ら
（
仙
台
駅

東
口
そ
ば
）」
に
集
ま
り
飲
み
会
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
オ
ー
プ
ン
な
ス
タ
イ
ル
で
親
睦
を
深
め
合
い

ま
す
。
仙
台
へ
転
居
し
た
Ｏ
Ｂ
の
情
報
も
入
っ
て

き
ま
す
し
、
会
員
獲
得
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
間
の
連
携
を
深
め
る
た
め
に
、
２
０
１
４

年
に
は
副
会
長
の
畑
中
栄
氏
（
１
９
６
８
年
工
業
経

営
卒
）
が
責
任
者
と
し
て
宮
城
県
宮
陵
会
の
Ｈ
Ｐ

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

｢

思
い
出
深
い
企
画
は｣

　

２
０
１
５
年
度
の
メ
イ
ン
事
業
と
し
て
、
5
月

30
日
（
土
）
母
校
の
吹
奏
楽
部
演
奏
会
を
東
北
大

学
１
０
０
周
年
記
念
会
館
、
川
内
萩
ホ
ー
ル
で
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
８
年
か
ら
２
０
０
９
年
に
か
け
て
、
仙

台
で
母
校
神
大
を
一
般
の
方
に
も
よ
り
深
く
認
識

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
神
大
吹
奏
楽
部
の
演
奏
会

を
発
案
し
、
立
地
や
設
備
を
考
え
、
当
初
か
ら
会

場
は
東
北
大
学
川
内
萩
ホ
ー
ル
と
計
画
を
立
て
て

い
ま
し
た
が
、
会
場
の
確
保
が
う
ま
く
調
整
で
き

ず
、
な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
大
学
か
ら
吹
奏
楽
演
奏
会
を
仙

台
で
、
し
か
も
萩
ホ
ー
ル
で
行
な
う
と
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
が
あ
り
、
心
踊
り
ま
し
た
。
何
と
か
成
功
さ

せ
た
い
と
、
本
年
2
月
か
ら
拡
大
幹
事
会
を
4
〜

5
回
開
催
し
、
集
客
、
チ
ケ
ッ
ト
配
布
の
打
ち
合

わ
せ
を
行
い
、
宮
城
県
宮
陵
会
の
責
任
枚
数
１
５
０

枚
を
ス
ム
ー
ズ
に
配
布
で
き
ま
し
た
。

　

復
興
の
役
に
立
ち
た
い
、
元
気
を
出
し
て
も
ら

い
た
と
の
想
い
で
、
石
巻
地
区
の
、
吹
奏
楽
部
に

関
係
す
る
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
の
生
徒
と

先
生
、
仙
台
地
区
の
七
郷
中
学
の
吹
奏
楽
部
の
生

徒
、
先
生
、
合
計
１
０
０
名
を
招
待
で
き
ま
し
た
。

石
巻
地
区
か
ら
は
、
貸
切
バ
ス
3
台
に
て
送
迎
い

た
し
ま
し
た
。
演
奏
会
は
素
晴
ら
し
く
、
１
、

１
０
０
名
の
聴
衆
に
感
動
を
も
た
ら
し
、
熱
意
と

感
謝
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。

さ
す
が
、
日
本
一
の
神
奈
川
大
学
吹
奏
楽
部
で
す
。

母
校
と
、
宮
城
県
宮
陵
会
会
員
が
一
体
と
な
っ
て
、

一
つ
の
事
を
や
り
遂
げ
た
達
成
感
と
熱
い
気
持
ち

の
母
校
愛
を
共
有
で
き
た
こ
と
を
喜
び
合
い
ま
し

た
。

｢

大
学
へ
の
要
望
は
」

　

会
を
運
営
し
て
行
く
上
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
、

平
成
に
卒
業
し
た
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
参
加
を
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
充
実
で
き
る
か
で
す
。

　

現
役
学
生
に
対
し
て
、
入
学
式
や
年
次
毎
そ
し

て
卒
業
時
に
、
宮
陵
会
の
紹
介
等
、
広
報
活
動
を

徹
底
し
て
行
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

卒
業
し
て
、
海
外
国
内
、
何
処
で
勤
務
し
て
も

仲
間
が
い
る
、
同
窓
に
会
え
る
と
い
う
神
大
な
ら

で
は
の
強
み
を
、
も
っ
と
学
生
に
伝
え
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
同
窓
生
の
心
の
つ
な
が
り
が
、
人

生
で
の
問
題
解
決
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
理
解
し

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

「
大
学
に
対
し
て
、
学
生
に
対
し
て
の
思
い
は
」

　

あ
な
た
は
、
20
年
後
30
年
後
に
母
校
が
素
晴
ら

し
く
発
展
し
、
高
い
価
値
を
有
し
て
い
る
大
学
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
望
み
ま
す
か
？　

当
然
、
卒

業
生
の
皆
さ
ん
は
発
展
し
て
い
る
神
大
を
望
む
で

し
ょ
う
。
そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
に

行
動
し
ま
す
か
？

　

大
学
に
は
、
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
て
ビ
ッ

グ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
に
は
、「
無
気
力
に
は
な
ら
な
い
」
自
ら
の

力
で
人
生
を
切
り
開
い
て
い
く
、
神
大
生
の
良
き

伝
統
を
継
承
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
取
材
・
文
責
／
永
田
）

　

活
性
化
し
て
い
る
地
域
組
織
紹
介

　
　
「
宮
城
県
宮
陵
会
」　

宮城県宮陵会　会長
浅野　博之氏

（昭和43年経済学部貿易学科卒）
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平成27年10月10日(土)  午後２時から５時
大学のホームカミングデー前日に開催。
神奈川大学16号館セレストホール

●地域組織のホームページ立上げについて
●ブロック会の運営について
●助成金の申請について　

１　記念講演会　午後３時～４時
　　　　　　　　「天空の間」 （５階）　
　　講　師　華厳宗大本山東大寺 教学執事
　　　　　　上司　永照　師
　　　　　　（かみつかさ えいしょう）
　　　　　　（東大寺塔頭 持宝院住職）
　　演　題　「大仏造顕（ぞうけん）の心」　　

２　懇    親    会　午後４時30分～６時30分　
　　　　　　　　「羽衣の間」 （４階）　
会　　費　会　　員：一人 8,000 円
　　　　　女性会員：一人 6,000 円
　　　　　準会員 ( 神奈川大学在校生 )：一人 6,000 円
　　　　○直前の欠席につきましては、キャンセル料を頂

　　　戴いたします。
　　　　○女性会員、準会員は宮陵会本部が会費の一部を

　　　負担いたしますので、上記金額となります。
申込方法　別にお送りしているご案内に同封の返信はがき

　　　によりお申込みください。
申込締切　平成 27 年 8月 31 日 ( 月 )
そ  の  他　①定員 80 名 ( 先着順 )
　　　　　②参加者には 9月 10 日 ( 木 ) までに「参加受付

　　　　はがき」を送付いたしますので、当日ご持参
　　　　願います。

１　記念講演会　午後３時～４時　
　　３号館Ｂ104講堂　地階
　　講　師　神奈川大学理学部化学科　
　　　　　　上村　大輔教授
　　演　題　「生命のアイデアを、  化学する」

２　懇親会　午後4時30分～６時30分　
　　　　　　19号館地階　ラックスホール　　
会　　費　会　　員：一人 2,000 円
　　　　　女性会員：一人 1,000 円
　　　　○直前の欠席につきましては、
　　　　　キャンセル料を頂戴いたします。
　　　　○女性会員は宮陵会本部が会費の一部を負担いた

　　　しますので、上記金額となります。
申込方法　県内会員は同封の返信はがきによりお申込みく

　　　ださい。
申込締切　平成 27 年 9月 20 日 ( 日 )
そ  の  他　①定員 300 名 ( 先着順 )
　　　　　②参加者には 9 月 30 日 ( 水 ) までに「参加受付
　　　　　　はがき」を送付いたしますので、当日ご持参

　　　　願います。
＊当日は、神大フェスタ ( 大学祭 ) が開催されています。この期間中キャ
　ンパス内は禁酒となっています。 本懇親会もソフトドリンクのみとな
　りますのでご協力ください。

　平成 27 年度から、 これまでの各地域ブロック会ごとに実施してきました、 
各会長によるブロック会議と併せて、ブロック内の会員も参加できるイベン
トを企画し、同時に開催される懇親会にも会費制で参加できるように変更す
ることにしました。これまでは、ブロック会議の当番制開催地の会員だけを
対象として講演会と懇親会を実施してまいりましたが、全国の各ブロック内
の会員の皆様にも、この催しをご案内することにして開催地近県の会員も参
加することを可能とすることにしたものです。
　今年度の拡大イベントは準備の整ったブロックから順次ご案内してまいり
ます。

四国ブロック会議  ９ 月 12 日 ( 土 )　主管　愛媛県宮陵会　　松山市
北陸ブロック会議 10 月 10 日 ( 土 )　主管　石川県宮陵会　　金沢市

九州ブロック会議  10 月 24 日 ( 土 )　主管　鹿児島県宮陵会　鹿児島市
東北ブロック会議  11 月 14 日 ( 土 )　主管　宮城県宮陵会　　仙台市
中国ブロック会議  11 月 28 日 ( 土 )　主管　広島県宮陵会　　広島市
北海道ブロック会議    5 月 30 日 ( 土 )　主管　札幌宮陵会　　　札幌市開催済

近畿ブロック会 神奈川県ブロック会

ブロック会議予定

【主管】　奈良県宮陵会
10月３日(土)  ホテル日航奈良　

【主管】　藤沢、 相模原、 磯子区、 神奈川区、 西・中宮陵会
10月31日(土)　神奈川大学横浜キャンパス

ブロック外の会員で参加希望の方は、  本会事務局へお問い合わせください。　☎　045-481-5661 （内線2451）

全国のブロック会が
新たなイベントを企画して

皆さまの参加を
お待ちしています !!

　

宮
陵
会
だ
よ
り

■
会
議
予
定

　

理
事
会　

平
成
27
年
９
月
４
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
７
日
（
月
）

■
総
会
開
催
予
定

　

平
成
27
年
８
月
22
日
（
土
）　

鳥
取
因
幡
宮
陵
会

　
　
　
　
　

８
月
29
日
（
土
）　

大
分
県
宮
陵
会

　
　
　
　
　

９
月
12
日
（
土
）　

静
岡
西
部
宮
陵
会

■
新
地
域
組
織
代
表
者
紹
介

　

札
幌
宮
陵
会　
　
　
　
　
　
　
　

  

37
経　
　

佐
藤
隆
良

　

秋
田
県
宮
陵
会　
　
　
　
　
　

  　

44
法　
　

伊
藤
恵
一

　

福
井
県
宮
陵
会　
　
　
　
　
　

  　

50
貿　
　

武
田
幸
夫

　

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
宮
陵
会　
　

  　
平
8
国
経　

佐
原
雄
介

　

横
浜
西
・
中
宮
陵
会　
　
　
　
　

  

34
電　
　

大
江
三
雄

　

南
区
宮
陵
会　
　
　
　
　
　
　
　

  

41
工
経　

和
田
英
雄

　

戸
塚
・
栄
区
宮
陵
会　
　
　
　
　

  

41
法　
　

武
笠
健
次

　

三
洋
み
や
も
会　
　
　
　
　
　
　

  

49
法　
　

小
田
嶋
彰

　

横
浜
信
用
金
庫
宮
陵
会　
　
　
　

  

56
貿　
　

北
村
秀
雄

　

ク
リ
エ
ー
ト
メ
デ
ィ
ッ
ク
宮
陵
会　

58
法　
　

佐
藤
正
浩

■
地
域
組
織
解
散

　

一
八
会

■
訃
報　

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

馬
場　

元
二
殿
（
16
商
）

　
　
　

平
成
27
年
５
月
14
日　

元
札
幌
支
部
支
部
長

　

君
島　

清
悟
殿
（
29
経
）

　
　
　

平
成
27
年
５
月
31
日　

横
浜
西
・
中
宮
陵
会
会
長

　

山
岸　

宣
彦
殿
（
39
機
）　

　
　
　

平
成
27
年
６
月
23
日　

元
青
森
県
宮
陵
会
会
長

■
事
務
局
よ
り
の
お
願
い

　

登
録
さ
れ
て
い
る
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
勤
務
先
な

　

ど
に
変
更
が
あ
れ
ば
、ご
連
絡
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
神
奈
川
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

卒
業
生
の
ひ
ろ
ば

　

(http://alum
ni.kanagaw

a-u.ac.jp/

）

⇒

卒
業
生
情
報
登
録
・
変
更
の
ご
案
内

②FA
X　

045-413-0791

③E-m
ail　

kyuryou-jim
u@
kanagaw

a-u.ac.jp

※
登
録
い
た
だ
き
ま
し
た
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の

　

個
人
情
報
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、「
学
校
法
人
神
奈

　

川
大
学
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
」
に
従
い
適
正
な
保
護

　

管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

全国地域組織事務局長会議開催

　期　日

　場　所

　議　題

　全国地域組織代表者会議は、 隔年に開催していますが、 本年度は各地域組織の代表者に
代わりまして事務局長会議として開催します。
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「神大スポーツ・文化振興
            賛助金募金」のお願い
　神奈川大学の課外活動団体に対する支援として、宮陵会と
大学が連携を図り共同事業としてすすめています。
　皆様から賜りました寄付金は、ご指定いただきました課外
活動団体に回付し、課外活動に頑張る学生への支援として活
用させていただきます。ぜひともお力添えを賜りますようお
願い申し上げます。

【お申し込みについて】
■１口　１，０００円（１団体１口以上１，０００円単位）
　①インターネット受付 （大学公式ホームページ経由）
  

　　　　　　　　　↓
　　　「募金のお願い」
　　　　　　　　　↓
　　　「神大スポーツ・文化振興賛助金募金」

　②払込取扱票受付
　　下記までご請求ください。払込取扱票を郵送させていた
　　だきます。

＊各々の団体の情報を見ることができます。

　学校法人神奈川大学　総務部募金課
　TEL:045-481-5661( 内線 2155) 平日 8：30～ 16：30

神奈川大学　箱根保養所
〒250-0631神奈川県足柄下郡箱根町
大字千石原1104-1
Tel.0460-84-9611　Fax.0460-84-9612

１泊２食付　大人　6,260円　子供　2,700円

箱根山の噴火レベル引き上げに伴い、規制のレベルは大涌谷噴煙
地を中心に半径1kmです。箱根保養所は規制対象外ですのでご安
心してお越しください。（７/14現在）

お申込みは、インターネットまたは、
お電話・ＦＡＸでお申し込みください。

神奈川大学箱根保養所ご利用案内

神奈川大学　箱根保養所

神奈川大学募金

神奈川大学  体育会


